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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構では、「地層処分技術に関する研究開発」のうち深地

層の科学的研究（地層科学研究）の一環として、結晶質岩（花崗岩）を対象とした超深地層研究

所計画を進めてきた。本計画は、「第 1 段階；地表からの調査予測研究段階」、「第 2 段階；研究坑

道の掘削を伴う研究段階」、「第 3 段階；研究坑道を利用した研究段階」の 3 段階からなる。超深

地層研究所計画は、「深部地質環境の調査・解析・評価技術の基盤の整備」および「深地層におけ

る工学技術の基盤の整備」を第 1 段階から第 3 段階までを通した全体目標としている。また、第

3 段階では、「研究坑道からの調査・研究による地質環境モデルの構築および研究坑道の拡張によ

る深部地質の変化の把握」を目標の一つとしており、その一環として地下水の水圧長期モニタリ

ングを実施してきたが、2019 年度末をもって超深地層研究所計画における研究開発を終了するこ

とに伴い、超深地層研究所計画における地下水の水圧長期モニタリングを終了する。 
本報告書は、2017～2019 年度に実施した地下水の水圧長期モニタリングデータを取りまとめ

たものである。 
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Japan Atomic Energy Agency (JAEA) has been conducting Mizunami Underground 
Research Laboratory (MIU) Project, which is a broad scientific study of the deep geological 
environment as a basis of research and development for geological disposal of high-level 
radioactive waste, targeting in crystalline rock. 

The MIU Project has three overlapping phases: Surface-based Investigation phase (Phase I), 
Construction phase (Phase II), and Operation phase (Phase III), the project is being carried 
out under the Phase III. The main goals of the MIU Project from Phase I to Phase III are: to 
establish techniques for investigation, analysis and assessment of the deep geological 
environment, and to develop a base of engineering for deep underground application. One of 
the Phase Ⅲ goals is to construct geological environment models and grasp deep geological 
changes when expanding the research gallery by research and investigations using research 
galleries. The long term hydro-pressure monitoring has been continued to achieve the Phase 
Ⅲ goals. Furthermore, these monitoring were ceased at the end of FY2019 due to the 
completion of the MIU project. 

This report describes the results of the long term hydro-pressure monitoring from April 
2017 to March 2020. 
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1. はじめに 
 
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下、原子力機構）では、原子力政策大綱 1)に示

されている「深地層の研究施設等を活用して、深地層の科学的研究、地層処分技術の信頼性向上

や安全評価手法の高度化等に向けた基盤的な研究開発、安全規制のための研究開発を引き続き着

実に進めるべきである」との方針に基づき、「地層処分技術に関する研究開発」のうち、深地層の

科学的研究（地層科学研究）を進めている。 
このうち、超深地層研究所計画 2)は、以下に示す 2 つによって計画されている。 

(1)岐阜県瑞浪市明世町正馬様洞の原子力機構用地（以下、正馬様用地）における研究坑道

（調査研究のために掘削される主立坑、換気立坑、水平坑道などからなる超深地層研究所の

地下部分）の建設に先立つ地表からの調査研究 
(2)結晶質岩（花崗岩）を主な対象として岐阜県瑞浪市の瑞浪超深地層研究所（以下、研究

所）において進めている研究 
なお、研究所は研究坑道と地上施設からなる（図 1-1 参照）。 
この超深地層研究所計画は、地表からの調査予測研究段階（第 1 段階）、研究坑道の掘削を伴

う研究段階（第 2 段階）、研究坑道を利用した研究段階（第 3 段階）の 3 つの段階に区分して進

められてきたが、2019 年度末をもって超深地層研究所計画における研究開発を終了することに伴

い、超深地層研究所計画における地下水の水圧長期モニタリングを終了する。 
本報告書は、超深地層研究所計画の第 2、3 段階の調査研究に基づき、2017 年度から 2019 年

度に取得された地下水の水圧長期モニタリングの結果を取りまとめたものである。 
なお、水圧長期モニタリングデータを記録した DVD-ROM を巻末に添付した。 
 

 
図 1-1 瑞浪超深地層研究所の研究坑道イメージ 
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2. 目的 
 

地下水の水圧長期モニタリングの目的は、地表からのボーリング孔や研究坑道内のボーリング

孔を用いて地下水の長期的なモニタリングを行うことで、研究坑道の掘削に伴う地下水の水圧変

化を把握することである。また、長期にわたるモニタリング機器のメンテナンス技術を評価する

ことで、モニタリング機器の耐久性を評価し、モニタリング技術の確立を図る。 
 

3. 地質概要および実施場所 
 
3.1 地質概要 
研究所周辺には、白亜紀の花崗岩（土岐花崗岩）が分布し、この土岐花崗岩を基盤として、新

第三紀中新世の堆積岩（瑞浪層群）と、固結度の低い新第三紀中新世～第四紀更新世の砂礫層（瀬

戸層群）が分布する 3) 4)。瑞浪層群は、下位より泥岩・砂岩・礫岩からなり亜炭を挟む土岐夾炭

累層、凝灰質の泥岩・砂岩を主体とする明世・本郷累層、シルト岩・砂岩を主体とする生俵累層

に区分される。研究所の研究坑道は主として、この地域の基盤をなす土岐花崗岩中に建設されて

いる。また、研究所用地の北側には東西走向の月吉断層が分布している（図 3.1-1 参照）。 

第四紀

新第三紀
中新世～
第四紀更
新世

新第三紀
中新世

先新第三紀

月吉断層

正馬様用地

 
図 3.1-1 瑞浪超深地層研究所周辺の地質概要 
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3.2 実施場所 
超深地層研究所計画において、地下水の水圧長期モニタリングを実施しているボーリング孔を

表 3.2-1 に示す。超深地層研究所計画では、正馬様用地内および研究所用地内の地上から掘削し

たボーリング孔（以下、地上ボーリング孔）と研究坑道から掘削したボーリング孔（以下、坑内

ボーリング孔）にモニタリング装置を設置し、地下水の水圧長期モニタリングを実施している。

なお、水圧観測を休止しているボーリング孔として、正馬様用地内の MIU-1 号孔（2009 年 9 月

以降）、AN-3 号孔（2012 年 4 月以降）がある。正馬様用地および研究所用地の位置を図 3.2-1、
正馬様用地内および研究所用地内の地上ボーリング孔の位置を図 3.2-2 に示す。また、2019 年度

末時点での坑内ボーリング孔の位置を図 3.2-3 に示す。なお、坑内ボーリング孔については研究

坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 11 月もしくは 12 月で観測を終了した。 
 

表 3.2-1 ボーリング孔の概要（2017～2019 年度） 

小計 合計

AN-1号孔

MIU-2号孔

MIU-3号孔

MIU-4号孔

MSB-1号孔

MSB-2号孔

MSB-3号孔

MSB-4号孔

MIZ-1号孔

05ME06号孔※

07MI08号孔

07MI09号孔

09MI17-1号孔

09MI18号孔

09MI19号孔

10MI23号孔

12MI32号孔

12MI33号孔

13MI38号孔

13MI39号孔

13MI40号孔

13MI41号孔

分類 観測の目的 ボーリング孔名
数量

正馬様用地内の
地上ボーリング孔

・月吉断層の上盤側と下
　盤側での地下水の水圧
　変化の把握
・研究坑道掘削に伴う地
　下水の水圧変化の把握

4孔

22孔

研究所用地内の
地上ボーリング孔

・研究坑道掘削に伴う地
　下水の水圧変化の把握

※05ME06号孔は、研究所用地内の坑内ボーリング孔と同様に、研究坑道近傍の地下水の

　水圧変化の把握も観測の目的としている。

6孔

研究所用地内の
坑内ボーリング孔

・研究坑道近傍の地下水
　の水圧分布の把握
・研究坑道掘削に伴う地
　下水の水圧変化の把握

7孔

・冠水坑道周辺の地下水
　の水圧分布の把握
・坑道閉鎖後の水圧回復
　プロセスに関する基礎
　データの取得

5孔
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※1/25,000数値地図画像（国土地理院平成12年9月1日発行）
「御嵩」「武並」「土岐」「瑞浪」を統合して作成した

 
図 3.2-1 正馬様用地および研究所用地の位置 

 

：

I

MI -2

MIU-3

MIU-2

MIU-1

MIU-4

AN-1 AN-3

原図：瑞浪市都市計画基本図

凡例
：水圧モニタリング孔（鉛直孔）
：水圧モニタリング孔（傾斜孔）
：用地境界

原図：瑞浪市都市計画基本図

凡例
：水圧モニタリング孔（鉛直孔）
：水圧モニタリング孔（傾斜孔）
：水質モニタリング孔（鉛直孔）
：用地境界

 
       (a)正馬様用地               (b)研究所用地 

図 3.2-2 地上ボーリング孔の位置 
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：本データ集で取扱う地下水の水圧長期モニタリングのボーリング孔  
図 3.2-3 坑内ボーリング孔の位置（2019 年度） 
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4. 観測方法 
 

4.1 モニタリング装置の概要 
 地下水の水圧長期モニタリングでは、ボーリング孔内にモニタリング装置を設置し、複数の観

測区間で水圧観測を実施している。2009 年 5 月上旬から立坑近傍での水平方向の水圧分布を把

握する目的で、換気立坑側の深度 300m ボーリング横孔において立坑壁面からの距離を変えて

（3m、6m、9m）3 本のボーリング孔（09MI17-1、09MI18、09MI19 号孔）を掘削し、水圧モ

ニタリング装置（シングルパッカー式）を設置して深度 350m 付近を観測区間とした水圧の観測

を行っている。2013 年度以降には、深度 500m 換気立坑側の水圧観測孔として 12MI32 号孔の

計測を実施した。また、冠水坑道周辺の水圧観測孔である 12MI33 号孔、13MI38～13MI48 号孔

は、第 3 段階における調査ボーリング孔であり、冠水坑道周辺の地下水の水圧分布の把握を目的

として観測を実施した。 
モニタリング装置の観測方式は、1)直接水圧計測方式，2)ピエゾ水頭計測方式に大別される。

直接水圧計測方式は、パッカーで区切られた観測区間に水圧計を設置することで観測区間の水圧

を直接観測する方式である。一方、ピエゾ水頭計測方式はパッカーで区切られた観測区間からピ

エゾ管を立ち上げてピエゾ管内の水位を観測する方式である。超深地層研究所計画では、直接水

圧計測方式のモニタリング装置として MP システム 5)、ピエゾ水頭計測方式のモニタリング装置

として SPMP システム 6)、PIEZO システム 7)および水圧モニタリング装置 8)を設置している。ま

た、ピエゾ水頭計測方式の水圧モニタリング装置は、マルチパッカー式とシングルパッカー式が

あり、いずれもピエゾ管の口元に圧力センサーを設置して湧水圧を観測している。 
モニタリング方式とボーリング孔を整理して表 4.1-1 に示すとともに、以下に、各システムの

概要を示す。 
表 4.1-1 モニタリング方式とボーリング孔 

計測方式 観測区間設定 モニタリング 分類

による分類 方式による分類 装置の名称 小計 合計 総計

AN-1号孔

MIU-2号孔

MIU-3号孔

MIU-4号孔

MSB-1号孔

MSB-2号孔

MSB-3号孔

MSB-4号孔

05ME06号孔

研究所用地内の
坑内ボーリング孔

07MI08号孔 1孔

SPMPシステム
研究所用地内の

地上ボーリング孔
MIZ-1号孔 1孔

PIEZOシステム 07MI09号孔 1孔
10MI23号孔

12MI32号孔

12MI33号孔

13MI38号孔

13MI39号孔
13MI40号孔

13MI41号孔

09MI17-1号孔

09MI18号孔

09MI19号孔

モニタリング装置 ボーリング孔

ボーリング孔名
数量

直接水圧
計測方式

マルチパッカー式 MPシステム

正馬様用地内の
地上ボーリング孔

4孔

10孔

22孔

研究所用地内の
地上ボーリング孔

5孔

研究所用地内の
坑内ボーリング孔

3孔

12孔

水圧モニタリング装置

7孔
ピエゾ水頭
計測方式

マルチパッカー式
研究所用地内の

坑内ボーリング孔

シングルパッカー式
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4.1.1 MP システム 
MP システムは、水圧計を備えた水圧計測プローブを観測区間内のメジャメントポートに設置

することにより、各観測区間の水圧を計測することができる。また、MP ケーシング内に小型ポ

ンプを設置しポンピングポートを開放することで、観測区間の地下水を採水可能であるとともに、

専用の採水プローブおよび採水容器を用いて観測区間の圧力を保持した状態で地下水を採取する

ことができる。MP システムの概念図を図 4.1.1-1 に示す。MP システムでは、水圧の計測可能範

囲が異なる 3 種類の水圧計測プローブを使用している。水圧計測プローブの水圧センサーの測定

精度を表 4.1.1-1 に示し、各ボーリング孔に設置した水圧計測プローブの水圧センサーの計測可

能範囲を付録 1 に示す。 
MP システムによる地下水の水圧長期モニタリングでは、水圧計測プローブを継続的にメジャ

メントポートに設置し、水圧計測プローブの動作を地上のデータロガーで制御することで、観測

時間間隔の設定や観測データの収録を行っている。データロガーに集録された観測データは携帯

電話を用いて研究所内のサーバーに保管され、整理している。MP システムにおけるデータ通信

システムの概念図を図 4.1.1-2 に示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1.1-1 MP システムの概念図 

 

 

 

 

 

MP パッカー 

 ボーリング孔径に適した密封装置 

 注入圧の制御によりパッカー膨張をコン

トロールする。 

 注入量と圧力は，リアルタイムで計測で

き，記録することが可能 

MP ケーシング 

・観測区間をつなぐ中空管 

・MP ケーシング内にプローブを設置する。 

メジャメントポート 

・水圧測定や採水作業に必要な装置 

ポンピングポート 

 採水作業，観測区間内の地下水の入れ替え

作業時に必要な装置 

エンドプラグ 
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表 4.1.1-1 MP システムの水圧センサー測定精度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 4.1.1-2 MP システムのデータ通信システム概念図 
 
 
 

電源ユニット 

(12V ⇒ 5V) 

分岐ユニット 

・データ通信 

・電源供給 

・外部アンテナ 

 
データロガー 

 
MAGI 
もしくは 
MDL 

バッテリー 
(12V) 

 

 

チャージ 
コントローラ 

 

ソーラー 

パネル 

外部アンテナ 

12V 

5V 

通信ユニット 

 
通信アダプター 

RS-232C 

Phone DC5V 

携帯電話 

水圧計測プローブ 
観測小屋内 

分岐ユニット 

・データ通信 

・電源供給 

・外部アンテナ 

 

 

外部アンテナ 
シリアル 

5V 

通信ユニット 

 
通信アダプター 

RS-232C 

Phone DC5V 

携帯電話 

瑞浪超深地層研究所内 

データ回収用 
パソコン 

AC100V 

AC アダプタ 
(AC100V⇒ DC5V) 

 0～3,447.5kPa (0～500psi) 
 0～6,895.0kPa (0～1,000psi)
 0～13,790.0kPa(0～2,000psi)

※F.S.：フルスケール

±0.1％F.S. 

計測可能範囲 精度
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4.1.2 SPMP システム 
SPMP システムは、観測区間から立ち上げたピエゾ管（スタンドパイプ）に水圧センサーを挿

入し、スタンドパイプ内の水位をモニタリングするシステムである。本システムでは、スタンド

パイプ内に専用ポンプを設置することにより、スタンドパイプから採水することも可能である。

また、本システムにはハイブリッド SPMP システム（HSPMP システム）と呼ばれるものがある。

これは、採水用のバルブ機能（バルブパッカー）を観測区間に備えるとともに、汎用ポンプを挿

入可能なケーシングを備えており、通常の SPMP システムに比べて効率的な地下水の採水が行え

る。超深地層研究所計画では、研究所用地内に分布する断層などの透水性構造の水理学的連続性

や水理特性を把握するため、MIZ-1 号孔を揚水孔とした揚水試験が計画されたが、この試験は揚

水孔と観測孔との距離が長いために可能な限り長期間でかつ大揚水量で行う必要があったため 2)、

大揚水が可能な HSPMP システムを採用している。HSPMP システムの概念図を図 4.1.2-1 に、

水位計測に用いている水圧センサーの測定精度を表 4.1.2-1 に示す。 
SPMP システムによる地下水の水圧長期モニタリングでは、水圧センサーを継続的にスタンド

パイプ内に設置し、観測時間間隔の設定や観測データの集録を行っている。データロガーに集録

された観測データは携帯電話を用いることで研究所内のサーバーに保管され、整理している。

SPMP システムにおけるデータ通信システムの概念図を図 4.1.2-2 に示す。 

図 4.1.2-1  MIZ-1 号孔の SPMP システム概念図 
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水圧センサー
採水ポンプ

パッカーライン

バルブパッカｰライン

水圧測定ポート

バルブパッカｰ

スタンドパイプ

パッカｰ

水圧センサー
採水ポンプ

パッカーライン

バルブパッカｰライン

水圧測定ポート

バルブパッカｰ

スタンドパイプ

パッカｰ

4.1.2 SPMP システム 
 SPMP システムは、観測区間から立ち上げたピエゾ管（スタンドパイプ）に水圧センサーを挿

入し、スタンドパイプ内の水位をモニタリングするシステムである。本システムでは、スタンド

パイプ内に専用ポンプを設置することにより、スタンドパイプから採水することも可能である。

また、本システムにはハイブリッド SPMP システム（HSPMP システム）と呼ばれるものがある。

これは、採水用のバルブ機能（バルブパッカー）を観測区間に備えるとともに、汎用ポンプを挿

入可能なケーシングを備えており、通常の SPMP システムに比べて効率的な地下水の採水が行え

る。超深地層研究所計画では、研究所用地内に分布する断層などの透水性構造の水理学的連続性

や水理特性を把握するため、MIZ-1 号孔を揚水孔とした揚水試験が計画されたが、この試験は揚

水孔と観測孔との距離が長いために可能な限り長期間でかつ大揚水量で行う必要があったため 2)、

大揚水が可能な HSPMP システムを採用している。HSPMP システムの概念図を図 4.1.2-1 に、

水位計測に用いている水圧センサーの測定精度を表 4.1.2-1 に示す。 
SPMP システムによる地下水の水圧長期モニタリングでは、水圧センサーを継続的にスタンド

パイプ内に設置し、観測時間間隔の設定や観測データの集録を行っている。データロガーに集録

された観測データは携帯電話を用いることで研究所内のサーバーに保管され、整理している。

SPMP システムにおけるデータ通信システムの概念図を図 4.1.2-2 に示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1.2-1  MIZ-1 号孔の SPMP システム概念図 
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表 4.1.2-1 SPMP システムの水圧センサー測定精度 

計測可能範囲 精度 
0～700kPa ±0.1％F.S. 

                         ※F.S.：フルスケール 
 

東濃地科学センター
瑞浪超深地層研究所 管理棟内

データ収録

Windows-PC

携帯電話・モデム

観測小屋内

ソーラーパネル

バッテリーおよびチャージャー

１２ＶＤＣ

通信モジュール データロガー パッカー圧モニタ用センサー

大気圧センサー

間隙水圧センサー（10式）

携帯電話

 
 

図 4.1.2-2  SPMP システムのデータ通信システム概念図 
      

12VDC 
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4.1.3 PIEZO システム 
PIEZO システムは、ピエゾ水頭計測方式を採用したモニタリングシステムであり、システムの

基本構造は前述の SPMP システムと同様である。ただし、本計画では PIEZO システムを湧水環

境下にある研究坑道内に設置しているため、観測区間から立ち上がったピエゾ管の口元を閉鎖し

た状態で地下水の水圧をモニタリングしている。なお、研究坑道の掘削に伴い地下水の間隙水圧

が低下し観測区間からの湧水が止まる場合は、ピエゾ管内に小型水圧センサーを挿入しピエゾ管

内の水位を観測することが可能である。PIEZO システムの概念図を図 4.1.3-1 に、水圧計測に用

いている水圧センサーの測定精度を表 4.1.3-1 に示す。 

図 4.1.3-1 PIEZO システムの概念図 
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コンクリート充填部 

 
表 4.1.3-1 PIEZO システムの水圧センサー測定精度 

計測可能範囲 精度 
0～10,000kPa ±0.1％F.S. 

                         ※F.S.：フルスケール 
 
4.1.4 水圧モニタリング装置（シングルパッカー式） 
 深度 300m 換気立坑ボーリング横坑に設置した水圧モニタリングシステムは、ピエゾ水頭計測

方式を採用したモニタリングシステムであり、システムの基本構造は前述の SPMP システムや

PIEZO システムと同様である。ただし、観測区間が 1 区間であるため、使用しているパッカーの

数は 1 個である。また、本装置は湧水環境下にある研究坑道内に設置しているため、ピエゾ管の

口元を閉鎖した状態で地下水の水圧をモニタリングしている。深度 300m に設置した水圧モニタ

リング装置（シングルパッカー式）の概念図を図 4.1.4-1 に、水圧計測に用いている水圧センサ

ーの測定精度を表 4.1.4-1 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1.4-1 水圧モニタリング装置（シングルパッカー式）の概念図 
 
 

表 4.1.4-1 水圧モニタリング装置（シングルパッカー式）の 
水圧センサー測定精度 

計測可能範囲 精度 
0～3,447.5kPa（0～500psi） ±0.05％F.S. 

                         ※F.S.：フルスケール 
 

パッカー

ボーリング孔

水位計

ピエゾ管

観測区間
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4.1.5 水圧モニタリング装置（マルチパッカー式） 
10MI23 号孔、12MI32 号孔、12MI33 号孔および 13MI38～41 号孔に設置した水圧モニタリ

ング装置は、ピエゾ水頭計測方式を採用したモニタリングシステムである。本装置は、湧水環境

下にある研究坑道内に設置しているため、観測区間から立ち上がったピエゾ管の口元を閉鎖した

状態で地下水の水圧をモニタリングしている。本装置では、各観測区間に循環ポートを設けてお

り、ひとつの観測区間に対して圧力測定ラインとは異なる系統の導水チューブを取り付けること

ができる。したがって、地下水中の溶存ガスが遊離して水圧観測区間内に滞留した場合、この循

環ポートを利用し滞留気体を減少させることができる。水圧モニタリング装置（マルチパッカー

式）の概念図を図 4.1.5-1 に、水圧計測に用いている水圧センサーの測定精度を表 4.1.5-1 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1.5-1 水圧モニタリング装置の概念図 
 

 

表 4.1.5-1 水圧モニタリング装置の水圧センサー測定精度 
計測可能範囲 精度 

0～3MPa ±0.01％F.S. 
                         ※F.S.：フルスケール 
 
 
 
 

水圧センサー 
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4.2 観測区間 
モニタリング装置のパッカーの設置位置は、ボーリング調査の結果（コア観察、ボアホールテ

レビ、物理検層、水理試験など）に基づき決定されている。このパッカーで挟まれた区間をパッ

カー区間と呼ぶ。これらのパッカー区間に水圧計測プローブもしくは水圧計測用のセンサーを設

置した区間を観測区間と呼ぶ。 
各ボーリング孔の観測区間を表 4.2-1～4.2-22 に示す（2017～2019 年度は、表中の○印の区間

で観測を実施）。また、各孔でのパッカー区間の諸元を付録 2 に示す。各ボーリング孔における

観測区間の地質は、MSB-1～MSB-4 号孔は瑞浪層群と土岐花崗岩であり、その他についてはい

ずれも土岐花崗岩である。 
 

表 4.2-1 AN-1 号孔 観測区間の一覧表 

AN-1号孔 孔口標高：216.38m
区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 49.2 ～ 97.7 167.2 ～ 118.7 48.5 ○  土岐花崗岩

2 98.7 ～ 150.4 117.7 ～ 66.0 51.7 －  土岐花崗岩

3 202.3 ～ 250.7 14.1 ～ -34.3 48.4 －  土岐花崗岩

4 251.7 ～ 268.5 -35.3 ～ -52.1 16.8 －  土岐花崗岩

5 301.5 ～ 349.7 -85.1 ～ -133.3 48.2 －  土岐花崗岩

6 450.1 ～ 507.2 -233.7 ～ -290.8 57.1 ○  土岐花崗岩

7 508.2 ～ 536.4 -291.8 ～ -320.0 28.2 －  土岐花崗岩

8 543.3 ～ 549.7 -326.9 ～ -333.3 6.4 －  土岐花崗岩

9 597.8 ～ 646.5 -381.4 ～ -430.1 48.7 －  土岐花崗岩

10 743.7 ～ 792.8 -527.3 ～ -576.4 49.1 ○  土岐花崗岩

11 793.8 ～ 840.5 -577.4 ～ -624.1 46.7 －  土岐花崗岩

12 934.0 ～ 994.1 -717.6 ～ -777.7 60.1 ○  土岐花崗岩

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

地　質区間番号
GL(-m) EL(m)

区間深度(m)

 
 

表 4.2-2 MIU-2 号孔 観測区間の一覧表 

MIU-2号孔 孔口標高：223.775m
区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 104.0 ～ 187.3 119.8 ～ 36.5 83.3 －  土岐花崗岩

2 188.2 ～ 260.4 35.6 ～ -36.6 72.2 ○  土岐花崗岩

3 261.3 ～ 333.1 -37.5 ～ -109.3 71.8 －  土岐花崗岩

4 334.0 ～ 397.2 -110.2 ～ -173.4 63.2 －  土岐花崗岩

5 398.1 ～ 498.4 -174.3 ～ -274.6 100.3 ○  土岐花崗岩

6 499.3 ～ 603.0 -275.5 ～ -379.2 103.7 －  土岐花崗岩

7 603.9 ～ 699.2 -380.1 ～ -475.4 95.3 －  土岐花崗岩

8 700.1 ～ 800.9 -476.3 ～ -577.1 100.8 －  土岐花崗岩

9 801.8 ～ 887.1 -578.0 ～ -663.3 85.3 ○  土岐花崗岩

10 889.5 ～ 912.5 -665.7 ～ -688.7 23.0 －  土岐花崗岩（月吉断層を含む）

11 913.4 ～ 933.2 -689.6 ～ -709.4 19.8 －  土岐花崗岩

12 934.1 ～ 1012.0 -710.3 ～ -788.2 77.9 ○  土岐花崗岩

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

地　質

区間深度(m)

EL(m)
区間番号

GL(-m)
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表 4.2-3 MIU-3 号孔 観測区間の一覧表 
MIU-3号孔 孔口標高：230.476m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 183.3 ～ 239.6 47.2 ～ -9.1 56.3 ○  土岐花崗岩

2 240.5 ～ 319.3 -10.0 ～ -88.8 78.8 －  土岐花崗岩

3 531.3 ～ 604.0 -300.8 ～ -373.5 72.7 －  土岐花崗岩

4 604.9 ～ 690.8 -374.4 ～ -460.3 85.9 ○  土岐花崗岩

5 691.7 ～ 723.7 -461.2 ～ -493.2 32.0 －  土岐花崗岩（月吉断層を含む）

6 724.6 ～ 780.5 -494.1 ～ -550.0 55.9 ○  土岐花崗岩

7 781.4 ～ 832.4 -550.9 ～ -601.9 51.0 －  土岐花崗岩

8 876.1 ～ 941.5 -645.6 ～ -711.0 65.4 ○  土岐花崗岩

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

GL(-m)
地　質

区間深度(m)
区間番号

EL(m)

 
 

表 4.2-4 MIU-4 号孔 観測区間の一覧表 
MIU-4号孔 孔口標高：216.994m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 132.3 ～ 187.3 84.7 ～ 29.7 55.0 －  土岐花崗岩

2 251.0 ～ 277.4 -34.0 ～ -60.4 26.4 －  土岐花崗岩

3 278.2 ～ 362.4 -61.2 ～ -145.4 84.2 －  土岐花崗岩

4 363.2 ～ 431.5 -146.2 ～ -214.5 68.3 －  土岐花崗岩

5 432.3 ～ 505.4 -215.3 ～ -288.4 73.1 －  土岐花崗岩

6 506.2 ～ 578.5 -289.2 ～ -361.5 72.3 ○  土岐花崗岩

7 579.3 ～ 585.1 -362.3 ～ -368.1 5.8 －  土岐花崗岩

8 585.8 ～ 603.7 -368.8 ～ -386.7 17.9 ○  土岐花崗岩（月吉断層を含む）

9 604.4 ～ 658.8 -387.4 ～ -441.8 54.4 ○  土岐花崗岩

10 659.6 ～ 689.3 -442.6 ～ -472.3 29.7 ○  土岐花崗岩

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

GL(-m) EL(m)
地　質

区間深度(m)
区間番号

 
 

表 4.2-5 MIZ-1 号孔 観測区間の一覧表 
MIZ-1号孔 孔口標高：206.56m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 116.5 ～ 231.8 90.1 ～ -25.2 115.3 ○

2 232.7 ～ 289.7 -26.1 ～ -83.1 57.0 ○

3 290.7 ～ 640.7 -84.1 ～ -434.1 350.0 ○

4 641.7 ～ 717.1 -435.1 ～ -510.5 75.4 ○

5 718.1 ～ 901.4 -511.5 ～ -694.8 183.3 ○

6 902.3 ～ 945.5 -695.7 ～ -738.9 43.2 ○

7 945.8 ～ 966.9 -739.2 ～ -760.3 21.1 ○

8 967.1 ～ 1127.7 -760.5 ～ -921.1 160.6 ○

9 1128.7 ～ 1149.1 -922.1 ～ -942.5 20.4 ○

10 1150.1 ～ 1276.0 -943.5 ～ -1069.4 125.9 ○

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

区間番号

区間深度(m)
地　　質

GL(-m) EL(m)

土岐花崗岩

土岐花崗岩

土岐花崗岩

土岐花崗岩

土岐花崗岩

土岐花崗岩

土岐花崗岩

土岐花崗岩

土岐花崗岩

土岐花崗岩
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表 4.2-6 MSB-1 号孔 観測区間の一覧表 

MSB-1号孔 孔口標高：253.081m
区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 66.4 ～ 116.3 186.7 ～ 136.8 49.9 ○ 明世累層および本郷累層

2 117.2 ～ 131.6 135.9 ～ 121.5 14.4 ○ 本郷累層（基底礫岩）

3 132.5 ～ 176.3 120.6 ～ 76.8 43.8 ○ 土岐夾炭累層

4 177.2 ～ 195.1 75.9 ～ 58.0 17.9 ○ 土岐夾炭累層（基底礫岩）

5 196.0 ～ 201.0 57.1 ～ 52.1 5.0 ○

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

区間番号

区間深度(m)
地　　質

GL(-m) EL(m)

瑞
浪
層
群

土岐花崗岩（風化部）

 

 
 

表 4.2-7 MSB-2 号孔 観測区間の一覧表 
MSB-2号孔 孔口標高：198.488m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 18.8 ～ 22.7 179.7 ～ 175.8 3.9 ○ 明世累層（上部）

2 23.6 ～ 38.9 174.9 ～ 159.6 15.3 － 明世累層（泥岩の上位）

3 39.8 ～ 68.2 158.7 ～ 130.3 28.4 － 明世累層/本郷累層（泥岩含む下位）

4 69.1 ～ 77.4 129.4 ～ 121.1 8.3 － 本郷累層基底礫岩部

5 78.3 ～ 120.2 120.2 ～ 78.3 41.9 － 土岐夾炭累層（主要部）

6 121.1 ～ 130.4 77.4 ～ 68.1 9.3 ○ 土岐夾炭累層（下部）

7 131.3 ～ 153.7 67.2 ～ 44.8 22.4 － 土岐夾炭累層基底礫岩（上部）

8 154.6 ～ 170.4 43.9 ～ 28.1 15.8 － 土岐夾炭累層基底礫岩（下部）

9 171.3 ～ 175.2 27.2 ～ 23.3 3.9 －

10 176.1 ～ 180.0 22.4 ～ 18.5 3.9 ○

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

区間番号

区間深度(m)
地　　質

GL(-m) EL(m)

瑞
浪
層
群

土岐花崗岩風化部

土岐花崗岩新鮮部

 
 
 

表 4.2-8 MSB-3 号孔 観測区間の一覧表 
MSB-3号孔 孔口標高：204.622m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 14.5 ～ 66.9 190.1 ～ 137.7 52.4 ○ 明世累層および本郷累層

2 67.8 ～ 80.7 136.8 ～ 123.9 12.9 ○ 本郷累層（基底礫岩）

3 81.6 ～ 87.6 123.0 ～ 117.0 6.0 ○ 断層

4 88.4 ～ 131.6 116.2 ～ 73.0 43.2 ○ 土岐夾炭累層

5 132.4 ～ 166.0 72.2 ～ 38.6 33.6 ○ 土岐夾炭累層（基底礫岩）

6 166.9 ～ 170.6 37.7 ～ 34.0 3.7 ○

7 171.4 ～ 187.0 33.2 ～ 17.6 15.6 ○

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

区間番号

区間深度(m)
地　　質

GL(-m) EL(m)

瑞
浪
層
群

土岐花崗岩（風化部）

土岐花崗岩
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表 4.2-9 MSB-4 号孔 観測区間の一覧表 
MSB-4号孔 孔口標高：214.448m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 15.8 ～ 25.6 198.6 ～ 188.8 9.8 ○ 明世累層（泥岩の上位）

2 26.5 ～ 33.9 187.9 ～ 180.5 7.4 － 明世累層泥岩部

3 34.8 ～ 62.1 179.6 ～ 152.3 27.3 － 明世累層/本郷累層（泥岩の下位）

4 63.0 ～ 76.9 151.4 ～ 137.5 13.9 － 本郷累層基底礫岩部

5 77.8 ～ 81.7 136.6 ～ 132.7 3.9 － 土岐夾炭累層（上部）

6 82.6 ～ 93.9 131.8 ～ 120.5 11.3 ○ 土岐夾炭累層（主要部）

7 94.8 ～ 99.0 119.6 ～ 115.4 4.2 ○

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

瑞
浪
層
群

土岐花崗岩新鮮部

区間番号

区間深度(m)
地　　質

GL(-m) EL(m)

 
 
 

表 4.2-10 05ME06 号孔 観測区間の一覧表 

05ME06号孔 孔口標高：201.12m
区間長

(m) 2017/4～
2017/7

2018/2～
2020/3

－ 78.0 ～ 181.8 123.1 ～ 19.3 103.8 － － 保護ケーシング内

1 182.7 ～ 190.5 18.4 ～ 10.6 7.8 ○ ○ 土岐花崗岩（変質部）

2 191.4 ～ 200.6 9.7 ～ 0.5 9.2 ○ － 土岐花崗岩（変質部）

3 201.5 ～ 210.8 -0.4 ～ -9.7 9.3 ○ － 土岐花崗岩（変質部）

4 211.7 ～ 221.0 -10.6 ～ -19.9 9.3 ○ － 土岐花崗岩（変質部）

5 221.9 ～ 234.2 -20.8 ～ -33.1 12.3 ○ ○ 土岐花崗岩（変質部）

6 235.1 ～ 245.4 -34.0 ～ -44.3 10.3 ○ － 土岐花崗岩（変質部）

7 246.3 ～ 251.1 -45.2 ～ -50.0 4.8 ○ － 土岐花崗岩（変質部）

8 252.0 ～ 270.3 -50.9 ～ -69.2 18.3 ○ ○ 土岐花崗岩（変質部）

9 271.2 ～ 280.5 -70.1 ～ -79.4 9.3 ○ － 土岐花崗岩（変質部）

10 281.4 ～ 287.7 -80.3 ～ -86.6 6.3 ○ － 土岐花崗岩（変質部）

11 288.6 ～ 304.0 -87.5 ～ -102.9 15.4 ○ ○ 土岐花崗岩（変質部）

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

観測区間

区間番号

区間深度(m)
地　質

GL(-m) EL(m)

 
 
 

表 4.2-11 07MI08 号孔 観測区間の一覧表 
07MI08号孔 孔口標高：1.00m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 216.1 ～ 229.9 -15.2 ～ -29.0 13.8 ○

2 234.5 ～ 255.5 -33.6 ～ -54.6 21.0 ○

3 260.1 ～ 271.4 -59.2 ～ -70.5 11.3 ○

4 276.0 ～ 285.4 -75.1 ～ -84.5 9.4 ○

5 290.0 ～ 296.3 -89.1 ～ -95.4 6.3 ○

6 300.9 ～ 308.8 -100.0 ～ -107.9 7.9 ○

7 313.4 ～ 326.9 -112.5 ～ -126.0 13.5 ○

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

土岐花崗岩

（低角度割れ目の集中帯）

土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

区間番号

区間深度(m)
地　質

GL(-m) EL(m)
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表 4.2-12 07MI09 号孔 観測区間の一覧表 

07MI09号孔 孔口標高：0.70m
区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 204.5 ～ 213.2 -3.6 ～ -12.3 8.7 ○

2 214.2 ～ 226.7 -13.3 ～ -25.8 12.5 ○

3 227.7 ～ 247.2 -26.8 ～ -46.3 19.5 ○

4 248.2 ～ 275.7 -47.3 ～ -74.8 27.5 ○

5 276.7 ～ 325.2 -75.8 ～ -124.3 48.5 －

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

土岐花崗岩

（低角度割れ目の集中帯）

土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

区間番号

区間深度(m)
地　質

GL(-m) EL(m)

 

 
 

表 4.2-13 09MI17-1 号孔 観測区間の一覧表 
09MI17-1号孔 孔口標高：-100.74m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 346.6 ～ 352.6 -145.7 ～ -151.7 6.0 ○
土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

区間番号

区間深度(m)
地　質

GL(-m) EL(m)

 
 
 

表 4.2-14 09MI18 号孔 観測区間の一覧表 
09MI18号孔 孔口標高：-100.73m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 345.6 ～ 352.6 -144.7 ～ -151.7 7.0 ○
土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

区間番号

区間深度(m)
地　質

GL(-m) EL(m)

 
 
 

表 4.2-15 09MI19 号孔 観測区間の一覧表 
09MI19号孔 孔口標高：-100.72m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 346.6 ～ 352.6 -145.7 ～ -151.7 6.0 ○
土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

　　※区間長は鉛直方向の長さである。

区間番号

区間深度(m)
地　質

GL(-m) EL(m)
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表 4.2-16 10MI23 号孔 観測区間の一覧表 
10MI23号孔 孔口標高：-96.54m

区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 74.9 ～ 109.7 34.8 ○

2 51.7 ～ 73.9 22.2 ○

3 40.0 ～ 50.7 10.7 ○

4 17.8 ～ 39.0 21.2 ○

5 0.0 ～ 16.8 16.8 ○
土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

区間番号
区間位置※

地　質
(mabh)

土岐花崗岩
（変質部）

　　※10MI23号孔は水平孔のため区間位置のみ記載。

　　※区間長はボーリング孔に沿った長さである。
 

 
 

表 4.2-17 12MI32 号孔 観測区間の一覧表 

12MI32号孔 孔口標高:-298.038m
区間位置※ 区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 87.6 ～ 106.4 18.8 ○

2 7.0 ～ 86.6 79.6 ○

3 0.0 ～ 6.0 6.0 ○

　　※12MI32号孔は水平孔のため区間位置のみ記載。

　　※区間長はボーリング孔に沿った長さである。

地　　質

土岐花崗岩

パッカー
区間番号 (mabh)

 
 
 

表 4.2-18 12MI33 号孔 観測区間の一覧表 

12MI33号孔 孔口標高：-297.8m
区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 105.4 ～ 107.0 1.6 ○

2 85.7 ～ 104.5 18.8 ○

3 64.0 ～ 84.8 20.8 ○

4 53.8 ～ 63.1 9.3 ○

5 44.1 52.9 8.8 ○

6 0.0 ～ 43.2 43.2 ○

区間番号
区間位置※

地　質
(mabh)

土岐花崗岩

　　※12MI33号孔は水平孔のため区間位置のみ記載。

　　※区間長はボーリング孔に沿った長さである。
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表 4.2-19 13MI38 号孔 観測区間の一覧表 

13MI38号孔 孔口標高：-297.555m
区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 90.4 ～ 102.1 11.7 ○

2 70.2 ～ 89.5 19.3 ○

3 60.0 ～ 69.3 9.3 ○

4 50.3 ～ 59.1 8.8 ○

5 37.6 49.4 11.8 ○

6 6.9 ～ 36.7 29.8 ○

　　※13MI38号孔は水平孔のため区間位置のみ記載。

　　※区間長はボーリング孔に沿った長さである。

区間番号
区間位置※

地　質
(mabh)

土岐花崗岩

 
 
 

表 4.2-20 13MI39 号孔 観測区間の一覧表 

13MI39号孔 孔口標高：-297.555m
区間位置※ 区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 12.2 ～ 16.2 4.0 ○

2 6.5 ～ 11.3 4.8 ○

3 3.3 ～ 5.6 2.3 ○

4 0.0 ～ 2.4 2.4 ○

　　※13MI39号孔は水平孔のため区間位置のみ記載。

　　※区間長はボーリング孔に沿った長さである。

パッカー
区間番号

地　　質
(mabh)

土岐花崗岩

 
 
 

表 4.2-21 13MI40 号孔 観測区間の一覧表 

13MI40号孔 孔口標高：-297.555m
区間位置※ 区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 14.3 ～ 16.3 2.0 ○

2 6.1 ～ 13.3 7.2 ○

3 3.4 ～ 5.1 1.7 ○

4 0.0 ～ 2.4 2.4 ○

　　※13MI40号孔は水平孔のため区間位置のみ記載。

　　※区間長はボーリング孔に沿った長さである。

パッカー
区間番号

地　　質
(mabh)

土岐花崗岩
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表 4.2-22 13MI41 号孔 観測区間の一覧表 

13MI41号孔 孔口標高：-297.555m
区間位置※ 区間長 観測区間

(m) 2017/4～
2020/3

1 14.8 ～ 16.3 1.5 ○

2 10.1 ～ 13.8 3.7 ○

3 6.4 ～ 9.1 2.7 ○

4 0.0 ～ 5.4 5.4 ○

　　※13MI41号孔は水平孔のため区間位置のみ記載。

　　※区間長はボーリング孔に沿った長さである。

パッカー
区間番号

地　　質
(mabh)

土岐花崗岩
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4.3 観測時間間隔と観測データの換算方法 
各ボーリング孔の観測時間間隔は、原則として 5 分とした。なお、MP システムでは閾値を設

定した観測が可能であるので、これを採用したボーリング孔では閾値を設定した水圧観測を実施

しており、水圧変化量の閾値を上回った場合は 5 分間隔よりも短い間隔で観測データを得ること

ができる（最短 1 分間隔でデータ集録するように設定）。観測データの欠測期間についてはデー

タの補間を実施せず、欠測データとして扱う。また、観測装置の不具合が原因と考えられる異常

値が観測された場合も欠測と同様の取扱いとした。 
主な観測項目は、大気圧、地上での気温、観測区間の水圧および観測区間の水温である。また、

各ボーリング孔の観測結果を比較しやすいように全水頭を標高で表した。以下に観測データの換

算方法について示す。 
全水頭は圧力水頭と位置水頭の和で表される（式 1）。また、圧力水頭は水圧を水の単位体積重

量で除したものであり、圧力水頭を求める際の水圧は観測区間の水圧の出力値から大気圧補正値

と大気圧の積を引いた値となる（式 2）。一般的には、大気圧補正値は地中深くなるにつれて 1.0
よりも小さくなると考えられるが、本報告書においては大気圧補正値を 1.0 と仮定した。また、

水の単位体積重量は、9.80665 kN/m3（γw＝ρg（密度×重力加速度）＝1.0×9.80665）を採用

した。 
 
 
全水頭＝圧力水頭（h）＋位置水頭（z）············ (1) 

    ＝(pw－α×p0)/ γw ＋ z  ······················ (2) 
 
  ここに、 
   pw：観測区間の水圧の出力値（kN/m2） 
    α ：大気圧の補正値、ここでは 1.0 と仮定した。 
   p0 ：大気圧（kN/m2） 

γw：水の単位体積重量（kN/m3）、9.80665 を採用  
z ：位置水頭（EL m） 
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4.4 観測データの整理 
観測データの整理では、水圧変化の有無および変化している場合にはその原因を検討する必要があ

る。水圧変化の原因の 1 つに研究所用地および研究所用地周辺での作業が考えられる。そのため、水

圧変化と研究所用地および研究所用地周辺での作業の関連性を確認している。関連性の確認は、これ

までの研究結果により水圧変化の主な要因が表 4.4-1 に示した要因に整理できることから、図 4.4-1 のフ

ローチャートに従い実施している。以下にフローチャートの説明を示す。 
 
①モニタリング装置に起因するものとしては、水圧センサーの故障など、モニタリング装置に異常が生

じたと考えられる場合を指している。実際の事例では、水圧計測プローブの設置不良により異常値

が生じる場合や、データロガーとの結線不良により異常値が生じる場合などがあった。これらが生じ

た場合には、不正確な観測データの期間をその要因を記した上で欠測扱いとして整理する。 
 

②地球潮汐とは、潮の満ち引きなどと同様に月と太陽の引力により地盤が微小に変化する影響を水圧

の変化としてとらえたものである。そのため、水圧センサーの精度にもよるが、ほぼすべての観測デ

ータに影響が生じている。この影響を確認する方法としては、潮位の測定結果と比較する方法があ

る。 
 
③気圧変動については、例えば、台風や低気圧の通過に伴い短時間で変動幅が大きい気圧の変化

が生じた時に水圧の変化が生じる場合があった。このため、台風や低気圧の通過時は前後の水圧

データを比較し、その影響を確認する。 
 
④地震については、世界的な大きな地震、日本国内で生じた主な地震および東濃地方で生じた地震

の記録を収集し、地震発生前後の水圧変化を比較して地震の影響を整理する。地震に関する水圧

変化には、地震発生後 30 分間程度の間、水圧が上下に微動する変化以外にも地震発生後数日か

ら数カ月にわたり水圧が上昇または下降するような長期的な変化が生じる場合がある。2017～

2019 年度に国内外で発生した主な地震を表 4.4-2～表 4.4-4 に示す。なお、国内の地震は深度 5
弱以上を観測した地震と瑞浪市で震度 1 以上を観測した地震を、海外の地震についてはマグニチ

ュードが 7 以上の地震を整理した。 
 
⑤上記①から④の要因を除外した上で研究所用地および研究所用地周辺における作業に伴う水圧

変化を抽出する。表 4.4-5～表 4.4-7 に 2017～2019 年度の研究所用地および研究所用地周辺で

の主な作業を示す。 
 

上記に示した①～⑤の方法を実施しても原因が解明できない水圧の変化が生じている場合には、再

び①～⑤に関する情報を 1 回目よりも詳細に検討する。それでも不明な変化については原因が不明な

情報としてそのまま残し、表 4.4-1 以外の要因を再検討するための観測データとして用いる。 
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モニタリング装置
に起因する変化か？

観測データ

モニタリング装置に

起因する観測データを除去

地球潮汐，もしくは
気圧による変化か？

地球潮汐の

影響を整理

気圧変動の

影響を整理

Yes

No

Yes

地震による変化か？

No

地震による

影響を整理

研究所用地および研究
所用地周辺での作業の
影響による変化か？

END

研究所用地および研究所用地周辺

の作業に伴う水圧変化として整理

Yes

No

Yes

No

再検討を実施

・モニタリング装置の影響

・地震情報の再収集

・研究所用地および研究所用地周辺で

○の作業情報の収集

水圧変化の要因
が特定できたか？

Yes

No

要因が特定できない

水圧変化として記録

必要に応じて
影響を除去

表 4.4-1 水圧変化の主な要因一覧表 

・水圧センサーの水圧値のドリフト

・モニタリング装置の不具合による異常

・主立坑、換気立坑および水平坑道の掘削作業に伴う発破
や湧水による変化

・研究坑道の排水停止、再開による変化

・研究所用地内および周辺でのボーリング掘削、水理試験
等による変化

地球潮汐 ・自然変動として常時変化

気圧変動 ・台風や低気圧の通過に伴う気圧変化

・地震発生後約30分程度に地下水圧が上下に微動するが、

発生前後で地下水圧の違いが生じない変化
・地震発生後約30分程度に地下水圧が上下に微動し、発生

前後で地下水圧に違いが生じる変化
・地震発生時から約数日から数カ月にわたり、地下水圧が
上昇または下降する変化

水圧モニタリング装置に起因
するもの

研究所用地内および周辺での
作業

地震

人為的要因

自然的要因

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4-1 水圧変化と研究所用地および研究所用地周辺での作業との関連性の確認方法 
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表 4.4-2 2017 年度に国内外で発生した主な地震 

発生日時 震央地名 深さ マグニチュード 最大震度

2017/6/20 23:27 豊後水道 42km 5.0 5強
2017/6/25 7:02 長野県南部 7km 5.6 5強
2017/7/1 23:45 胆振地方中東部 27km 5.1 5弱
2017/7/2 0:58 熊本県阿蘇地方 11km 4.5 5弱

2017/7/11 11:56 鹿児島湾 10km 5.3 5強
2017/9/8 22:23 秋田県内陸南部 9km 5.2 5強
2017/10/6 23:56 福島県沖 53km 5.9 5弱
2018/3/1 22:42 西表島付近 15km 5.6 5弱
2017/7/18 8:34 ロシア、コマンドル諸島 37km 7.7 －

2017/9/8 13:49 メキシコ、チアパス州沖 44km 8.1 －

2017/9/20 3:14 メキシコ中部 50km 7.1 －

2017/11/13 3:18 イラン／イラク国境 23km 7.3 －

2017/11/20 7:43 ローヤリティー諸島 12km 7 －

2018/1/10 11:51 ホンジュラス北方 19km 7.5 －

2018/1/14 18:18 ペルー沿岸 42km 7.1 －

2018/1/23 18:31 アラスカ湾 37km 7.9 －

2018/2/17 8:39 メキシコ、オアハカ州 24km 7.1 －

2018/2/26 2:44 パプアニューギニア、ニューギニア 17km 7.4 －

国内

海外

 
 ※国内の地震：国土交通省気象庁（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/index.php，2020.6.4 閲覧） 

 ※海外の地震：国土交通省気象庁（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/index.html，2020.6.4 閲覧） 

 ※表 4.4-3 および表 4.4-4 についても上記ホームページから情報を集約 
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表 4.4-3 2018 年度に国内外で発生した主な地震 
発生日時 震央地名 深さ マグニチュード 最大震度

2018/4/9 1:32 島根県西部 12km 6.1 5強
2018/4/14 4:00 根室半島南東沖 53km 5.4 5弱
2018/4/14 15:13 愛知県西部 6km 4.5 4
2018/5/12 10:29 長野県北部 11km 5.2 5弱
2018/5/25 21:13 長野県北部 6km 5.2 5強
2018/6/17 15:27 群馬県南部 14km 4.6 5弱
2018/6/18 7:58 大阪府北部 13km 6.1 6弱
2018/7/7 20:23 千葉県東方沖 57km 6.0 5弱
2018/8/14 20:51 静岡県西部 37km 3.9 3
2018/9/6 3:07 胆振地方中東部 37km 6.7 7
2018/9/6 6:11 胆振地方中東部 38km 5.4 5弱
2018/10/5 8:58 胆振地方中東部 31km 5.2 5弱
2018/10/7 10:14 愛知県東部 42km 5 4
2019/1/3 18:10 熊本県熊本地方 10km 5.1 6弱
2019/1/26 14:16 熊本県熊本地方 10km 4.3 5弱
2019/2/21 21:22 胆振地方中東部 33km 5.8 6弱
2019/3/9 1:08 岐阜県美濃中西部 42km 4.4 4

2019/3/13 13:48 紀伊水道 43km 5.3 4
2018/8/19 9:19 フィジー諸島 569km 8.2 －

2018/8/22 6:31 ベネズエラ沿岸 176km 7.3 －

2018/8/24 18:04 ペルー／ブラジル国境 619km 7.1 －

2018/8/29 12:51 ローヤリティー諸島南東方 25km 7.1 －

2018/9/7 0:49 フィジー諸島 694km 7.9 －

2018/9/28 19:02 インドネシア、スラウェシ、ミナハサ半島 13km 7.5 －

2018/10/11 5:48 パプアニューギニア、ニューブリテン 41km 7 －

2018/12/1 2:29 米国、アラスカ州南部 47km 7 －

2018/12/5 13:18 ローヤリティー諸島南東方 21km 7.5 －

2018/12/11 11:26 サウスサンドウィッチ諸島 163km 7.1 －

2018/12/21 2:01 ロシア、コマンドル諸島 19km 7.3 －

2018/12/29 12:39 フィリピン諸島、ミンダナオ 54km 7 －

2019/2/22 19:17 ペルー／エクアドル国境 133km 7.5 －

2019/3/1 17:50 ペルー中部 265km 7 －

国内

海外

 
表 4.4-4 2019 年度に国内外で発生した主な地震 

発生日時 震央地名 深さ マグニチュード 最大震度

2019/5/10 8:48 日向灘 25km 6.3 5弱
2019/5/25 15:20 千葉県北東部 38km 5.1 5弱
2019/6/18 22:22 山形県沖 14km 6.7 6強
2019/7/10 20:33 岐阜県美濃中西部 9km 3.6 2
2019/8/4 19:23 福島県沖 45km 6.4 5弱
2019/8/31 18:03 長野県南部 11km 4.1 3
2019/10/20 7:11 愛知県西部 14km 3.0 1
2019/12/12 1:09 宗谷地方北部 7km 4.2 5弱
2019/12/19 15:21 青森県東方沖 50km 5.5 5弱
2020/3/13 2:18 石川県能登地方 12km 5.5 5強
2020/3/21 13:58 長野県南部 11km 4.1 3
2019/5/7 6:19 パプアニューギニア、ニューギニア東部 133km 7.1 －

2019/5/14 21:58 パプアニューギニア、ニューブリテン 25km 7.6 －

2019/5/26 16:41 ペルー北部 137km 7.9 －

2019/6/16 7:55 ケルマデック諸島 49km 7.3 －

2019/6/24 11:53 バンダ海 220km 7.2 －

2019/7/6 12:19 米国、カリフォルニア州中部 10km 7.0 －

2019/7/14 18:10 インドネシア、ハルマヘラ 13km 7.2 －

2019/11/15 1:17 モルッカ海 32km 7.1 －

2020/1/29 4:10 キューバ 23km 7.7 －

国内

海外
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5. 観測結果 
 

5.1 正馬様用地内の地上ボーリング孔 
5.1.1 AN-1 号孔 

AN-1 号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.1.1-1～5.1.1-3、表 5.1.1-1 に示す。 
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※No.12：観測機器の不具合により

2017年度はデータ欠測

観測機器の不具合によるデータ欠測（No.1，No.6，No.10）

観測機器の不具合によるデータ欠測（No.6）

 
図 5.1.1-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（AN-1 号孔 2017 年度） 
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観測機器の不具合によるデータ欠測

 
図 5.1.1-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（AN-1 号孔 2018 年度） 
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観測機器の不具合による

データ欠測

 
図 5.1.1-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（AN-1 号孔 2019 年度） 

 
表 5.1.1-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（AN-1 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

⽋測：
2017/9/3〜2019/1/30

2020/1/28〜2/3
2020/2/4〜2/10
2020/2/20〜3/31

No.6

⽋測：
2017/6/1〜2019/1/30

2020/1/28〜2/3
2020/2/4〜2/10
2020/2/20〜3/31

No.10

⽋測：
2017/9/3〜2019/1/30

2020/1/28〜2/10
2020/2/20〜3/31

No.12

⽋測：
2017/4/1〜2019/1/30

2020/1/28〜2/3
2020/2/4〜2/10
2020/2/20〜3/31

観測機器の不具合 なし− なし − なし

AN-1号孔
   【全体的な傾向】
・全観測区間：全⽔頭は⻑期的かつ緩やかな増減が⾒られるが、概ね安定しており顕著な変化は認められない。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因 要因

発⽣した事象
と発⽣期間
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5.1.2 MIU-2 号孔 
MIIU-2号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.1.2-1～5.1.2-3、表 5.1.2-1 に示す。 
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2017年度

メンテナンス作業に伴うデータ欠測

 
図 5.1.2-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-2 号孔 2017 年度） 
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観測機器の不具合によるデータ欠測

 
図 5.1.2-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-2 号孔 2018 年度） 
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2019年度

観測機器の不具合によるデータ欠測

 
図 5.1.2-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-2 号孔 2019 年度） 

 
表 5.1.2-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-2 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.2

No.5

No.9

No.12

MIU-2号孔
 【全体的な傾向】
・観測区間No.2，No.5，No.12：全⽔頭は概ね安定しており顕著な変化は認められない。ただし、2020年3⽉14⽇からの観測再開後はスパ
イク状のノイズが発⽣。
・観測区間No.9：全⽔頭は2017年4⽉〜2018年6⽉は概ねEL195m前後の値であったが、2020年3⽉14⽇からの観測再開後はEL215m前後の
値を⽰す。また、観測再開後はスパイク状のノイズが発⽣。

⽔圧変化の要因に関する考察

メンテナンス作業

観測機器の不具合

なし

研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

要因 要因 要因 発⽣した事象
と発⽣期間

− なし − なし

その他の影響
観測区間

⽋測：
2017/5/16〜2018/1/29

2018/1/30〜2/2

⽋測：
2018/6/30〜2020/3/14
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5.1.3 MIU-3 号孔 
MIIU-3号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.1.3-1～5.1.3-3、表 5.1.3-1 に示す。 
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No.6(EL-494.1～-550.0m)
No.8(EL-645.6～-711.0m)

2017年度

No.8：異常値と判断しデータ欠測扱い No.8：異常値と判断しデータ欠測扱い

メンテナンス作業に伴うデータ欠測

 
図 5.1.3-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-3 号孔 2017 年度） 
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観測機器の不具合によるデータ欠測

 
図 5.1.3-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-3 号孔 2018 年度） 
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No.8(EL-645.6～-711.0m)

2019年度

観測機器の不具合によるデータ欠測

No.6:異常値と判断し

データ欠測扱い

 
図 5.1.3-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-3 号孔 2019 年度） 

 
表 5.1.3-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-3 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

No.4

No.6

メンテナンス作業

観測機器の不具合

⽋測：
2017/5/12〜10/17
2017/10/24〜10/27

⽋測：
2018/12/1〜2020/3/13

⽋測扱い：
2020/3/26〜3/30

No.8

観測機器の不具合

メンテナンス作業

⽋測扱い：
2017/4/1〜4/19

2017/10/17〜10/24
2018/12/1〜2020/3/13

⽋測：
2017/5/12〜10/17
2017/10/24〜10/27

MIU-3号孔
 【全体的な傾向】
・観測区間No.1：全⽔頭は2017〜2019年度を通じて2m/年程度の増加傾向を⽰す。
・観測区間No.4：全⽔頭は2017〜2019年度を通じて0.5m/年程度の増加傾向を⽰す。
・観測区間No.6およびNo.8：全⽔頭は概ね安定しており顕著な変化は認められない。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因 要因

発⽣した事象
と発⽣期間

なし− なし − なし

メンテナンス作業

観測機器の不具合

⽋測：
2017/5/12〜10/17
2017/10/24〜10/27

⽋測：
2018/12/1〜2020/3/13
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5.1.4 MIU-4 号孔 
MIIU-4号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.1.4-1～5.1.4-3、表 5.1.4-1 に示す。 
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2017年度

観測機器の不具合によるデータ欠測

観測機器の不具合による

データ欠測

 
図 5.1.4-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-4 号孔 2017 年度） 
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（一部、異常値と判断し欠測扱い）

 
図 5.1.4-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-4 号孔 2018 年度） 
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採水作業に伴う

データ欠測

観測機器の不具合による
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観測機器の不具合による

データ欠測

 
図 5.1.4-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-4 号孔 2019 年度） 

 
表 5.1.4-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIU-4 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.6 観測機器の不具合
⽋測

2018/11/20〜2019/2/13
2019/4/15〜4/20
2020/1/6〜1/9

No.8 観測機器の不具合

断続的な⽋測・⽋測扱い
2018/3/13〜2019/2/13

⽋測
2019/4/15〜4/20
2020/1/6〜1/9

No.9 観測機器の不具合
⽋測

2017/9/2〜2019/2/13
2019/4/15〜4/20
2020/1/6〜1/9

No.10 観測機器の不具合
⽋測

2017/9/2〜2019/2/13
2019/4/15〜4/20
2020/1/6〜1/9

なし

採⽔作業
⽋測

2020/1/21〜3/13

− なし

なし− なし

MIU-4号孔
 【全体的な傾向】
・全観測区間：全⽔頭は⻑期的かつ緩やかな増減が⾒られるが、概ね安定しており顕著な変化は認められない。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因 要因

発⽣した事象
と発⽣期間
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5.2 研究所用地内の地上ボーリング孔 
5.2.1 MIZ-1 号孔 

MIZ-1 号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.2.1-1～5.2.1-3、表 5.2.1-1 に示す。

なお、MIZ-1 号孔では、モニタリング装置の設置当初からスタンドパイプ内での溶存ガスの遊離

によるものと推測される異常値が確認されている。その対策として、スタンドパイプ内の水を循

環させるメンテナンスを行うことで一定程度の安定したデータ取得が可能であった 8)。しかしな

がら 2015 年度以降、観測区間 No.4～No.10 では異常値の発生頻度が以前よりも高頻度となり、

観測値の信頼性の判断が困難になったため、2017 年度以降のデータ整理においては年間を通じて

データ欠測扱いとした。 
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※No.4～No.10では、溶存ガスの遊離に伴う異常値が

確認されたため、データ欠測扱いとした。

③再冠水試験（坑道内冠水期間） 9/5より全排水開始

③一部排水試験(3回目)

に伴う水圧変化

③全排水に伴う

水圧変化

 
図 5.2.1-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIZ-1 号孔 2017 年度） 
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※No.4～No.10では、溶存ガスの遊離に伴う異常値が

確認されたため、データ欠測扱いとした。

メンテナンス作業

に伴う水圧変化

 
図 5.2.1-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIZ-1 号孔 2018 年度） 
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2019年度

観測値にノイズが多く

データの信頼性が低いため
欠測扱い

※No.4～No.10では、溶存ガスの遊離に伴う異常値が

確認されたため、データ欠測扱いとした。

観測値にノイズが多く

データの信頼性が低いため
欠測扱い

 
図 5.2.1-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIZ-1 号孔 2019 年度） 
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表 5.2.1-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MIZ-1 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1 メンテナンス作業
(No.2)

最⼤2mの増減
(数分間)

ノイズあり
データ⽋測扱い

（2019/10/28〜11/8）

No.2 メンテナンス作業
（2018/4/19）

最⼤3.5m上昇(数分間)、そ
の後約2ｍ⾼い値で安定

ノイズあり
データ⽋測扱い

（2019/4/12〜6/12，
10/28〜11/8，

2020/3/17〜3/31）

No.3

深度500ｍでの再冠⽔
試験【作業項⽬③
（表4.4-5参照）】

（2017/7/18〜9/5）

最⼤2m低下
（全排⽔時）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

0.4m上昇
（2カ⽉間）

メンテナンス作業
(No.2)

最⼤2.2mの増減
(数分間)

ノイズあり
データ⽋測扱い

（2019/10/28〜11/8）

No.4

No.5

No.6

No.7

No.8

No.10

⽋測扱い
2017/4/1〜2020/3/31

−

− なし − なし

− なし − なし
スタンドパイプ内での

溶存ガスの遊離

要因
発⽣した事象
と発⽣期間

MIZ-1号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1：全⽔頭は概ね安定しており顕著な変化は認められない。
・観測区間No.2：全⽔頭はEL104m程度で概ね安定。2018年4⽉19⽇のメンテナンス後は、EL106m程度で概ね安定。
・観測区間No.3：全⽔頭は2017〜2018年度を通じて2m/年程度の減少傾向を⽰す。2019年度は概ね安定しており顕著な変化は認められない。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因
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5.2.2 MSB-1 号孔 
MSB-1 号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.2.2-1～5.2.2-3、表 5.2.2-1 に示す。 
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No.2(EL135.9～121.5m, 本郷累層(基底礫岩))

No.3(EL120.6～76.8m, 土岐夾炭累層)

No.4(EL75.9～58.0m, 土岐夾炭累層(基底礫岩))

No.5(EL57.1～52.1m, 土岐花崗岩(風化部))

2017年度

観測機器の不具合によるデータ欠測（No.5）

観測機器の不具合による

データ欠測

 
図 5.2.2-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-1 号孔 2017 年度） 
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No.3(EL120.6～76.8m, 土岐夾炭累層)
No.4(EL75.9～58.0m, 土岐夾炭累層(基底礫岩))
No.5(EL57.1～52.1m, 土岐花崗岩(風化部))

2018年度

観測機器の不具合によるデータ欠測

（No.5は、4/1から欠測）

観測機器の不具合による

データ欠測

観測機器の不具合による

データ欠測

 
図 5.2.2-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-1 号孔 2018 年度） 
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No.2(EL135.9～121.5m, 本郷累層(基底礫岩))

No.3(EL120.6～76.8m, 土岐夾炭累層)

No.4(EL75.9～58.0m, 土岐夾炭累層(基底礫岩))

No.5(EL57.1～52.1m, 土岐花崗岩(風化部))

2019年度

観測機器の不具合による

データ欠測

 
図 5.2.2-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-1 号孔 2019 年度） 

 
表 5.2.2-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-1 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

No.2

No.3

No.4

観測機器の不具合

バッテリー機能低下

⽋測
2017/11/15〜11/21

2018/7/1〜2019/1/22

⽋測
2019/11/20〜12/3

ノイズあり
（2018/6/20〜6/23）

No.5

観測機器の不具合

バッテリー機能低下

⽋測
2017/10/17〜2019/1/22

⽋測
2019/11/20〜12/3

なし

なし なし

観測機器の不具合

バッテリー機能低下

⽋測
2017/11/15〜11/21

2018/7/7〜7/26
2018/11/1〜2019/1/22

⽋測
2019/11/20〜12/3

なし

   【全体的な傾向】
・観測区間No.1およびNo.2：全⽔頭は概ね安定しており顕著な変化は認められない。
・観測区間No.3：全⽔頭は2017〜2019年度を通じて1m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.4およびNo.5：全⽔頭は2017〜2019年度を通じて2.5m/年程度の減少傾向を⽰す。

MSB-1号孔

研究坑道内作業等の影響 地震の影響観測区間 装置の故障，メンテナンス等の影響
その他の影響要因要因 要因 発⽣した事象

と発⽣期間

⽔圧変化の要因に関する考察

--
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5.2.3 MSB-2 号孔 
MSB-2 号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.2.3-1～5.2.3-3、表 5.2.3-1 に示す。 
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④ボーリング孔閉塞作業に

伴う水圧変化
④ボーリング調査に伴う水圧変化

採水作業に伴う

データ欠測

 
図 5.2.3-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-2 号孔 2017 年度） 
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震
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部
地
震

採水作業に伴う

データ欠測

観測機器の不具合による

データ欠測

観測機器の不具合による

データ欠測

③ボーリング調査

に伴う水圧変化

 
図 5.2.3-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-2 号孔 2018 年度） 
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に伴う水圧変化

採水作業に伴う

データ欠測

 
図 5.2.3-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-2 号孔 2019 年度） 

 
表 5.2.3-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-2 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1 - なし

No.6 - なし

No.10

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

【表4.4-7 作業項⽬④】
（2019/7/8〜11/29）

採⽔作業
2017/10/31〜11/9,
2018/11/7〜11/14,
2019/1/30〜2/6,

2019/10/2〜10/16,
2019/11/13〜11/29

最⼤2.5m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

⽋測

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

0.9m上昇
（4カ⽉間）

1m上昇
（4カ⽉間）

1m上昇
（9カ⽉間）

観測機器の不具合

⽋測
2018/4/10〜4/17

⽋測扱い
2018/9/26〜10/26

採⽔作業
2017/10/31〜11/9,
2018/11/7〜11/14,
2019/1/30〜2/6,

2019/10/2〜10/16,
2019/11/13〜11/29

⽋測

観測機器の不具合
⽋測

2018/4/10〜4/17

なし

MSB-2号孔
   【全体的な傾向】
・全観測区間：全⽔頭は概ね安定しており顕著な変化は認められない。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因 要因 発⽣した事象

と発⽣期間
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5.2.4 MSB-3 号孔 
MSB-3 号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.2.4-1～5.2.4-3、表 5.2.4-1 に示す。 
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No.3(EL123.0～117.0m, 主立坑断層) No.4(EL116.2～73.0m, 土岐夾炭累層)

No.5(EL72.2～38.6m, 土岐夾炭累層(基底礫岩)) No.6(EL37.7～34.0m, 土岐花崗岩(風化部))

No.7(EL33.2～17.6m, 土岐花崗岩)

2017年度

観測機器の不具合によるデータ欠測 観測機器の不具合

によるデータ欠測

④ボーリング調査に伴う

水圧変化

④ボーリング孔閉塞作業に

伴う水圧変化

 
図 5.2.4-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-3 号孔 2017 年度） 
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No.3(EL123.0～117.0m, 主立坑断層) No.4(EL116.2～73.0m, 土岐夾炭累層)

No.5(EL72.2～38.6m, 土岐夾炭累層(基底礫岩)) No.6(EL37.7～34.0m, 土岐花崗岩(風化部))

No.7(EL33.2～17.6m, 土岐花崗岩)
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震
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観測機器の不具合による
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③ボーリング調査

に伴う水圧変化

 
図 5.2.4-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-3 号孔 2018 年度） 

 

JAEA-Data/Code 2020-010

- 45 -



JAEA-Research 2020-008 

- 46 - 

40

60

80

100

120

140

160

180

200

4/1 5/1 5/31 6/30 7/30 8/29 9/28 10/28 11/27 12/27 1/26 2/25 3/26

全
水

頭
(E

L
 m

)

日付

MSB-3号孔

No.1(EL190.1～137.7m, 明世累層および本郷累層) No.2(EL136.8～123.9m, 本郷累層(基底礫岩))

No.3(EL123.0～117.0m, 主立坑断層) No.4(EL116.2～73.0m, 土岐夾炭累層)

No.5(EL72.2～38.6m, 土岐夾炭累層(基底礫岩)) No.6(EL37.7～34.0m, 土岐花崗岩(風化部))

No.7(EL33.2～17.6m, 土岐花崗岩)

2019年度

観測機器の不具合による

データ欠測

観測値にノイズが多く

データの信頼性が低いため欠測扱い

観測値にノイズが多くデータの信頼性が低いため欠測扱い（No.7）

④ボーリング調査

に伴う水圧変化

 
図 5.2.4-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-3 号孔 2019 年度） 
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表 5.2.4-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-3 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

No.2

No.3

No.4

観測機器の不具合

バッテリー機能低下

⽋測
2017/4/13〜8/24
2018/2/8〜9/13

⽋測扱い
2019/11/13〜11/17
2019/12/24〜12/26
2020/1/14〜3/31

断続的な⽋測
2019/5/26〜6/4

No.5

No.6 0.4m上昇
（9カ⽉間）

No.7
1m上昇

（データ⽋測のため
不明）

観測機器の不具合

バッテリー機能低下

⽋測
2017/4/13〜8/24
2018/2/8〜9/13

⽋測扱い
2019/5/26〜2020/3/31

断続的な⽋測
2019/5/26〜6/4

なし

MSB-3号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1〜No.4：全⽔頭は概ね安定しており顕著な変化は認められない。
・観測区間No.5〜No.7：全⽔頭は2017〜2019年度を通じて0.5m/年以下の減少傾向を⽰す。

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因 要因

発⽣した事象
と発⽣期間

観測区間

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

【表4.4-7 作業項⽬④】
（2019/7/8〜11/29）

最⼤1.5m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

− なし

⽋測
2017/4/13〜8/24
2018/2/8〜9/13

断続的な⽋測
2019/5/26〜6/4

観測機器の不具合

バッテリー機能低下

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

− なし

観測機器の不具合

バッテリー機能低下

⽋測
2017/4/13〜8/24
2018/2/8〜9/13

断続的な⽋測
2019/5/26〜6/4
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5.2.5 MSB-4 号孔 
MSB-4 号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.2.5-1～5.2.5-3、表 5.2.5-1 に示す。 
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図 5.2.5-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-4 号孔 2017 年度） 
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図 5.2.5-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-4 号孔 2018 年度） 
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図 5.2.5-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-4 号孔 2019 年度） 

 
表 5.2.5-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（MSB-4 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1 観測機器の不具合

⽋測
2017/6/23〜7/15
2018/4/10〜4/17

2018/11/7〜11/14

No.6

No.7

なし

採⽔作業
2017/8/25〜8/30,
2018/8/29〜9/10,

2019/10/9〜10/24,
2019/10/30〜11/19

⽋測 - なし

観測機器の不具合
⽋測

2018/4/10〜4/17
2018/11/7〜11/14

MSB-4号孔
   【全体的な傾向】
・全観測区間：全⽔頭は概ね安定しており顕著な変化は認められない。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因 要因

発⽣した事象
と発⽣期間
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5.2.6 05ME06 号孔 
05ME06号孔の2017～2019年度のモニタリング結果を図5.2.6-1～5.2.6-3、表5.2.6-1に示す。 
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図 5.2.6-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（05ME06 号孔 2017 年度） 
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図 5.2.6-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（05ME06 号孔 2018 年度） 
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図 5.2.6-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（05ME06 号孔 2019 年度） 
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表 5.2.6-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（05ME06 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

0.5m上昇
（データ⽋測のため

不明）
0.6m上昇

（4カ⽉間）

0.4m上昇
（10⽇間）

観測機器の不具合
⽋測

2017/7/13〜2018/2/1
2019/1/14〜1/17

なし

No.2

No.3

No.4

No.5

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

0.5m上昇
（データ⽋測のため

不明）
0.8ｍ上昇

（4カ⽉間）

0.4m上昇
（10⽇間）

観測機器の不具合
⽋測

2017/7/13〜2018/2/1
2019/1/14〜1/17

なし

No.6 ⻑野県南部地震
（2017/6/25）

0.5m上昇
（データ⽋測のため

不明）

No.7

No.8 観測機器の不具合
⽋測

2017/7/13〜2018/2/1
2019/1/14〜1/17

なし

No.9

No.10

No.11 観測機器の不具合
⽋測

2017/7/13〜2018/2/1
2019/1/14〜1/17

なし

05ME06号孔
   【全体的な傾向】
・全観測区間：全⽔頭は⻑期的かつ緩やかな増減が⾒られるが、概ね安定しており顕著な変化は認められない。
・観測区間No.11：2017年4⽉上旬にスパイク状のノイズが発⽣。

⽔圧変化の要因に関する考察
地震の影響研究坑道内作業等の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響要因 要因 要因 発⽣した事象
と発⽣期間

− なし

観測区間

観測区間の⾒直し
により、2017/7/13

以降、観測終了

観測区間の⾒直し
により、2017/7/13

以降、観測終了

観測区間の⾒直し
により、2017/7/13

以降、観測終了

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

0.5m上昇
（データ⽋測のため

不明）

− なし

観測機器の不具合
⽋測

2017/7/13〜終了

観測機器の不具合
⽋測

2017/7/13〜終了

観測機器の不具合
⽋測

2017/7/13〜終了
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5.3 研究所用地内の坑内ボーリング孔 
5.3.1 07MI08 号孔  

07MI08号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.1-1～5.3.1-3、表5.3.1-1 に示す。

なお、07MI08 号孔については研究坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 11 月 26 日をもって観測

を終了した。 
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データ欠測

 
図 5.3.1-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（07MI08 号孔 2017 年度） 
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図 5.3.1-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（07MI08 号孔 2018 年度） 
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図 5.3.1-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（07MI08 号孔 2019 年度） 

 
表 5.3.1-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（07MI08 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

No.7

観測機器撤去
（2019/11/26）

⽋測：
2017/10/17〜10/26

⽋測：
2018/5/8〜5/15

2018/9/19〜9/25
2019/7/2〜7/18
2019/7/20〜8/8

⽋測：
2018/7/31〜8/7

要因
発⽣した事象
と発⽣期間

− なし − なし

メンテナンス作業

観測機器の不具合

坑内停電

07MI08号孔
   【全体的な傾向】
・全観測区間：全⽔頭は⻑期的かつ緩やかな増減を繰り返しつつ、2017〜2019年度を通じて2〜3m/年程度の減少傾向を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因
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5.3.2 07MI09 号孔  
07MI09号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.2-1～5.3.2-3、表5.3.2-1 に示す。

なお、07MI09 号孔については研究坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 12 月 18 日をもって観

測を終了した。 
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※No.5では異常値が確認されたため、

データ欠測扱いとした。

 
図 5.3.2-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（07MI09 号孔 2017 年度） 
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図 5.3.2-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（07MI09 号孔 2018 年度） 
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図 5.3.2-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（07MI09 号孔 2019 年度） 
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表 5.3.2-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（07MI09 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

最⼤4m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

1.5m上昇
（3カ⽉間）

坑内停電

メンテナンス作業

観測機器の不具合

⽋測：
2017/8/1〜8/9

⽋測：
2017/10/4〜10/10

⽋測扱い：
2018/5/3〜2019/12/18

No.2

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

最⼤4m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

1.5m上昇
（3カ⽉間）

2m上昇
（6.5カ⽉間）

1.4m上昇
（不明瞭）

坑内停電

メンテナンス作業

観測機器の不具合

⽋測：
2017/8/1〜8/9
2018/7/31〜8/7

⽋測：
2017/10/4〜10/10

⽋測扱い：
2019/4/1〜2019/12/18

No.3 - なし - なし

坑内停電

メンテナンス作業

⽋測：
2017/8/1〜8/9

2018/7/31〜8/7
2019/7/30〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10
⽔圧低下(22m)：

2018/7/24

No.4

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

【表4.4-7 作業項⽬④】
（2019/7/8〜11/29）

最⼤4m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

1.5m上昇
（不明瞭）

2m上昇
（不明瞭）

1.4m上昇
（不明瞭）

坑内停電

メンテナンス作業

⽋測：
2017/8/1〜8/9

2018/7/31〜8/7
2019/7/30〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10

⽔圧低下(6m)：
2018/7/24

No.5

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-7 作業項⽬④】
（2019/7/8〜11/29）

最⼤4m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

観測機器の不具合

坑内停電

⽋測扱い：
2017/4/1〜2019/3/31

⽋測：
2019/7/30〜8/8

観測機器撤去
（2019/12/18）

要因
発⽣した事象
と発⽣期間

07MI09号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1，No.2：スパイク状のノイズが⾒られるものの、全⽔頭は安定傾向。
・観測区間No.3：全⽔頭は⻑期的かつ緩やかな増減が⾒られる。2017年4⽉〜2018年7⽉はEL25〜40mの範囲で変動していたが、2018年7⽉24⽇の
メンテナンス以降はEL4〜10mの範囲で変動する。また、観測期間を通じてスパイク状のノイズが発⽣。
・観測区間No.4：全⽔頭は⻑期的かつ緩やかな増減が⾒られるが安定傾向。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因
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5.3.3 09MI17-1, 09MI18 および 09MI19 号孔 
09MI17-1、09MI18 および 09MI19 号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.3-1

～5.3.3-3、表 5.3.3-1 に示す。なお、これらのボーリング孔については研究坑道の埋め戻し準備

のため、2019 年 12 月 18 日をもって観測を終了した。 
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図 5.3.3-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（09MI17-1, 09MI18, 09MI19 号孔 2017 年度） 
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図 5.3.3-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（09MI17-1, 09MI18, 09MI19 号孔 2018 年度） 
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図 5.3.3-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（09MI17-1, 09MI18, 09MI19 号孔 2019 年度） 
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表 5.3.3-1 地下水の水圧長期モニタリング結果 
（09MI17-1, 09MI18, 09MI19 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

09MI17-1

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

【表4.4-7 作業項⽬④】
（2019/7/8〜11/29）

モニタリング装置の
地上化作業

【表4.4-6 作業項⽬⑤】
（2019/2/25〜3/6）

最⼤4m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

作業終了後、
15m低下

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

0.6m上昇
（不明瞭）

1m上昇
（3カ⽉間）

09MI18

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

【表4.4-7 作業項⽬④】
（2019/7/8〜11/29）

モニタリング装置の
地上化作業

【表4.4-6 作業項⽬⑤】
（2019/2/25〜3/6）

最⼤6m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

作業終了後、
1.5m上昇

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

1m上昇
（不明瞭）

1.4m上昇
（3カ⽉間）

1.4m上昇
（不明瞭）

09MI19

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

【表4.4-7 作業項⽬④】
（2019/7/8〜11/29）

モニタリング装置の
地上化作業

【表4.4-6 作業項⽬⑤】
（2019/2/25〜3/6）

最⼤8m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

作業終了後、
5m上昇

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

1m上昇
（不明瞭）

1.4m上昇
（3カ⽉間）

1.4m上昇
（不明瞭）

観測機器撤去
（2019/11/26）

観測機器の不具合
⽋測：

2019/4/16〜5/16
2019/9/3〜9/17

要因 発⽣した事象
と発⽣期間

09MI17-1，09MI18，09MI19号孔
   【全体的な傾向】
・09MI17-1：全⽔頭は2017〜2018年度には3m/年程度の減少傾向を⽰す。2019年度は不規則に変化しており、傾向は認められない。
・09MI18：全⽔頭は2017〜2018年度には5m/年程度、2019年度には2m/年程度の減少傾向を⽰す。
・09MI19：全⽔頭は2017〜2018年度には5m/年程度、2019年度には4m/年程度の減少傾向を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響要因 要因
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5.3.4 10MI23 号孔  
10MI23号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.4-1～5.3.4-3、表5.3.4-1 に示す。

なお、10MI23 号孔については研究坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 12 月 17 日をもって観

測を終了した。 
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図 5.3.4-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（10MI23 号孔 2017 年度） 
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図 5.3.4-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（10MI23 号孔 2018 年度） 
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図 5.3.4-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（10MI23 号孔 2019 年度） 

 

JAEA-Data/Code 2020-010

- 62 -



JAEA-Research 2020-008 

- 63 - 

表 5.3.4-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（10MI23 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

採⽔作業
2018/10/2〜10/11, 12/18

〜12/20, 2019/2/12〜2/14,
5/30, 9/2〜9/9

モニタリング装置の
地上化作業

【表4.4-6 作業項⽬⑤】
（2019/2/25〜3/6）

最⼤185m低下
（数分間）

最⼤185m低下
（数分間）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

0.5m上昇
（1.5カ⽉間）

0.3m上昇
（不明瞭）

No.2
採⽔作業

2019/2/12〜2/14, 9/2〜
9/9

最⼤180m低下
（数分間）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

0.5m上昇
（1.5カ⽉間）

0.3m上昇
（不明瞭）

No.3

採⽔作業
2018/10/2〜10/11, 12/18

〜12/20, 2019/2/12〜2/14,
5/30, 9/2〜9/9

モニタリング装置の
地上化作業

【表4.4-6 作業項⽬⑤】
（2019/2/25〜3/6）

最⼤185m低下
（数分間）

最⼤185m低下
（数分間）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

0.5m上昇
（1.5カ⽉間）

0.3m上昇
（不明瞭）

No.4 採⽔作業
2019/2/12〜2/14

最⼤180m低下
（数分間）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

0.5m上昇
（1.5カ⽉間）

0.3m上昇
（不明瞭）

No.5 採⽔作業
2019/2/12〜2/14, 5/30

最⼤75m低下
（数分間）

- なし

観測機器撤去
（2019/12/17）

要因
発⽣した事象
と発⽣期間

坑内停電

メンテナンス作業

観測機器の不具合

⽋測：
2017/8/1〜8/9
2018/7/31〜8/7

⽋測：
2017/10/4〜10/10

⽋測：
2017/1/13〜1/24
2018/7/14〜7/19
2018/9/20〜10/2

2018/11/21〜11/27
2019/7/29〜8/26

10MI23号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1〜No.4：全⽔頭は2017〜2018年度には2m/年程度、2019年度には1m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.5：全⽔頭は2017〜2019年度を通じて2m/年程度の減少傾向を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因
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5.3.5 12MI32 号孔  
12MI32号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.5-1～5.3.5-3、表5.3.5-1 に示す。

なお、12MI32 号孔については研究坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 12 月 25 日をもって観

測を終了した。 
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図 5.3.5-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（12MI32 号孔 2017 年度） 
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図 5.3.5-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（12MI32 号孔 2018 年度） 
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図 5.3.5-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（12MI32 号孔 2019 年度） 
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表 5.3.5-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（12MI32 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

【表4.4-7 作業項⽬④】
（2019/7/8〜11/29）

最⼤7m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

1m上昇
（1.5カ⽉）

1m上昇
（2カ⽉間）

坑内停電

メンテナンス作業

観測機器の不具合

⽋測：
2017/8/3〜8/9
2018/7/31〜8/7
2019/7/30〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10

⽋測扱い：
2018/2/28〜2019/6/30

No.2

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

採⽔作業
2019/2/18

最⼤2m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

最⼤320m低下
（数分間）

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

1m上昇
（1.5カ⽉）

1m上昇
（2カ⽉間）

坑内停電

メンテナンス作業

観測機器の不具合

⽋測：
2017/8/3〜8/9

2018/7/31〜8/7

⽋測：
2017/10/4〜10/10

⽋測扱い：
2018/3/5〜2020/3/31

No.3

深度300ｍでの
ボーリング調査

【表4.4-5 作業項⽬④】
（2017/7/12〜12/21）

【表4.4-6 作業項⽬③】
（2018/9/11〜11/30）

【表4.4-7 作業項⽬④】
（2019/7/8〜11/29）

最⼤2m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

⻑野県南部地震
（2017/6/25）

⼤阪府北部地震
（2018/6/18）

岐⾩県美濃⻄部地震
（2019/3/9）

1m上昇
（1.5カ⽉）

1m上昇
（1カ⽉間）

1.2m上昇
（1カ⽉間）

坑内停電

メンテナンス作業

⽋測：
2017/8/3〜8/9

2018/7/31〜8/7
2019/7/30〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10

要因
発⽣した事象
と発⽣期間

観測機器撤去
（2019/12/25）

12MI32号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1：全⽔頭は2017年度には6m/年程度、2018〜2019年度には8m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.2：全⽔頭は2017〜2018年度を通じて8m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.3：全⽔頭は2017年度、2018年度、2019年度に、それぞれ10m/年程度、15m/年程度、12m/年程度の減少傾向を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因
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5.3.6 12MI33 号孔  
12MI33号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.6-1～5.3.6-3、表5.3.6-1 に示す。

なお、12MI33 号孔については研究坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 12 月 25 日をもって観

測を終了した。 
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坑内停電に伴う
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図 5.3.6-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（12MI33 号孔 2017 年度） 
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図 5.3.6-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（12MI33 号孔 2018 年度） 
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図 5.3.6-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（12MI33 号孔 2019 年度） 
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表 5.3.6-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（12MI33 号孔 2017～2019 年度）(1/2) 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

採⽔作業
2017/5/15, 5/30〜6/1, 8/21〜8/31, 2018/1/22〜1/25,
2/26, 5/14, 8/28, 10/4, 10/10, 2019/1/18, 1/21, 5/21,

5/31, 6/11, 6/26, 9/18〜9/20, 11/26

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】

（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】

（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】

（2019/3/6）

最⼤4m低下
（数⼗分間）

最⼤0.4m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤1m低下
（全排⽔後）

最⼤1m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

最⼤259m低下
（1時間）

No.2

採⽔作業
2017/5/15, 5/30〜6/1, 8/21〜8/31, 10/16, 2018/1/22〜

1/25, 2/26, 5/14, 8/28, 10/4, 10/10, 2019/1/18, 1/21,
5/21, 6/11, 9/18〜9/20, 11/27, 11/28, 12/17

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】

（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】

（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】

（2019/3/6）

最⼤48m低下
（数時間）

最⼤61m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤178m低下
（全排⽔後）

最⼤270m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

最⼤259m低下
（1時間）

No.3

採⽔作業
2017/5/15, 5/30〜6/1, 8/21〜8/31, 2018/1/22〜1/25,
2/26, 5/14, 8/28, 10/4, 10/10, 2019/1/18, 1/21, 5/15,

6/11, 9/18, 9/20, 11/26, 11/27

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】

（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】

（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】

（2019/3/6）

最⼤300m低下
（数時間）

最⼤43m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤114m低下
（全排⽔後）

最⼤25m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

最⼤24m低下
（1時間）

なし-

12MI33号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1：全⽔頭は2017年度には4m/年程度、2018〜2019年度には2〜3m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.2：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL-40〜-50m程度、全排⽔後から2018年度ボーリング調査開始前まではEL-180〜-190m程度、ボーリング調
査実施後はEL-110〜-120m程度の値を⽰す。
・観測区間No.3：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL0〜-10m程度、全排⽔後から2019年度ボーリング調査開始前まではEL-120〜-130m程度、ボーリング調査
実施後はEL-120〜-130m程度の値を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因 要因

発⽣した事象
と発⽣期間

⽋測：
2017/8/2〜8/4
2018/7/31〜8/7

2019/6/11〜6/12
2019/7/30〜8/2
2019/8/5〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10

⽋測：
2019/11/5〜11/7

2019/11/16〜11/21

観測機器撤去
（2019/12/25）

坑内停電

メンテナンス作業

観測機器の不具合
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表 5.3.6-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（12MI33 号孔 2017～2019 年度）(2/2) 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.4

採⽔作業
2017/5/15, 5/30〜6/1, 8/21〜8/31, 10/16, 2018/1/22〜

1/25, 2/26, 5/14, 8/28, 10/4, 10/10, 2019/1/18, 1/21,
5/21, 5/31, 9/18〜9/20, 11/27, 11/28

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】

（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】

（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】

（2019/3/6）

トレーサー試験
（2019/4/22）

最⼤330m低下
（数時間）

最⼤1.7m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤3m低下
（全排⽔後）

最⼤344m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

最⼤336m低下
（1時間）

最⼤3m低下
（数分間）

No.5

採⽔作業
2017/5/15, 5/30〜6/1, 7/4, 8/21〜8/31, 10/16,

2018/1/22〜1/25, 2/26, 5/14, 8/28, 10/4, 10/10,
2019/1/18, 1/21, 5/21, 6/11, 9/18, 9/19, 11/26

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】

（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】

（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】

（2019/3/6）

トレーサー試験
（2019/4/22）

最⼤280m低下
（数時間）

最⼤3m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

最⼤8m低下
（1時間）

最⼤180m低下
（数分間）

No.6

採⽔作業
2017/5/15, 5/30〜6/1, 8/21〜8/31, 10/16, 2018/1/22〜

1/25, 5/14, 8/28, 10/4, 10/10, 2019/1/18, 1/21, 5/15,
9/18〜9/20, 11/26, 11/27

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】

（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】

（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】

（2019/3/6）

最⼤340m低下
（数⼗分間）

最⼤15m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

最⼤13m低下
（1時間）

なし-

12MI33号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.4：全⽔頭は2017年度には10m/年程度、2018〜2019年度には5m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.5：全⽔頭は2017〜2019年度を通じて5m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.6：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL50〜80mの幅で変動、全排⽔後から2018年度ボーリング調査開始前まではEL-150〜-180m程度の幅で変
動、ボーリング調査実施後はEL-200m程度の値を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因 要因

発⽣した事象
と発⽣期間

⽋測：
2017/8/2〜8/4
2018/7/31〜8/7

2019/6/11〜6/12
2019/7/30〜8/2
2019/8/5〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10

⽋測：
2019/11/5〜11/7

2019/11/16〜11/21

観測機器撤去
（2019/12/25）

坑内停電

メンテナンス作業

観測機器の不具合
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5.3.7 13MI38 号孔  
13MI38号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.7-1～5.3.7-3、表5.3.7-1 に示す。

なお、13MI38 号孔については研究坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 12 月 25 日をもって観

測を終了した。 
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図 5.3.7-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI38 号孔 2017 年度） 
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図 5.3.7-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI38 号孔 2018 年度） 
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図 5.3.7-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI38 号孔 2019 年度） 
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表 5.3.7-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI38 号孔 2017～2019 年度）(1/2) 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

採⽔作業
2017/5/15〜5/18, 5/30〜6/1, 8/21〜9/1, 10/16,

2018/1/22〜1/25, 2/26, 5/14, 5/25, 8/28, 9/10, 9/19〜
9/20, 10/4, 10/10〜10/11, 10/24, 11/6, 2019/1/10〜

1/24, 5/21, 5/31, 8/26, 8/28, 9/19, 10/3, 11/19, 12/17

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】

（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】

（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】

（2019/3/7）

トレーサー試験
（2019/4/22〜4/23）

最⼤30m低下
（数時間）

最⼤16m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤60m低下
（全排⽔後）

最⼤28m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

最⼤15m低下
（1時間）

最⼤7m低下
（数分間）

No.2

採⽔作業
2017/5/15〜5/18, 5/30〜6/1, 7/4, 8/21〜9/1,

2018/1/22〜1/25, 2/26, 3/16, 5/14, 5/25, 8/28, 9/10,
9/19〜9/20, 10/4, 10/10〜10/11, 10/24, 11/6,

2019/1/10〜1/24, 4/25, 5/5, 5/28〜6/17, 8/26〜8/28,
8/30, 11/19

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

トレーサー試験
（2019/4/22〜4/25, 5/8）

最⼤310m低下
（数時間）

最⼤35m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤128m低下
（全排⽔後）

最⼤30m低下
（数分間）

No.3

採⽔作業
2017/5/15〜5/18, 5/30〜6/1, 7/4, 8/21〜9/1,

2018/1/22〜1/25, 2/26, 5/14, 5/25, 8/28, 9/10, 9/19〜
9/20, 10/4, 10/10〜10/11, 10/24, 11/6, 2019/1/10〜

1/24, 4/25, 5/24〜5/30, 8/30, 11/18〜11/19

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

トレーサー試験
（2019/4/22〜4/25, 5/8）

最⼤310m低下
（数時間）

最⼤35m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤130m低下
（全排⽔後）

最⼤120m低下
（数分間）

13MI38号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL65m程度、全排⽔後からはEL0〜10m程度の値を⽰す。
・観測区間No.2：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL15m程度、全排⽔後からはEL-110m程度の値を⽰す。
・観測区間No.3：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL12m程度、全排⽔後からはEL-115〜-110m程度の値を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因

観測機器撤去
（2019/12/25）

要因
発⽣した事象
と発⽣期間

- なし

坑内停電

メンテナンス作業

⽋測：
2017/8/2〜8/4

2018/7/31〜8/7
2019/6/11〜6/12
2019/7/30〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10
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表 5.3.7-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI38 号孔 2017～2019 年度）(2/2) 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.4

採⽔作業
2017/5/15〜5/18, 5/30〜6/1, 8/21〜9/1, 10/16,

2018/1/22〜1/25, 5/14, 5/25, 8/28, 9/10, 9/19〜9/20,
10/4, 10/10〜10/11, 10/24, 11/6, 2019/1/10〜1/24,

5/21, 8/27〜8/28, 10/3, 11/19, 12/17

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

最⼤280m低下
（1時間）

最⼤23m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤82m低下
（全排⽔後）

No.5

採⽔作業
2017/5/15〜5/18, 5/30〜6/1, 7/4, 8/21〜9/1, 10/16,
2018/1/22〜1/25, 2/26, 3/16, 5/14, 5/25, 8/28, 9/10,

9/19〜9/20, 10/4, 10/10〜10/11, 10/24, 11/6,
2019/1/10〜1/24, 2/26〜2/27, 5/21, 5/31, 6/17〜6/19,

8/26, 8/28, 9/19, 10/3, 11/19, 12/17

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】

（2019/3/7）

トレーサー試験
（2019/4/22〜4/25, 5/8）

最⼤90m低下
（数⼗分間）

最⼤40m低下
（1時間）

最⼤85m低下
（数分間）

No.6

採⽔作業
2017/5/15〜5/18, 5/30〜6/1, 7/4, 8/21〜9/1, 10/16,

2018/1/22〜1/25, 2/26, 5/14, 5/25, 8/28, 9/10, 9/19〜
9/20, 10/4, 10/10〜10/11, 10/24, 11/6, 2019/1/10〜

1/24, 5/21, 8/28, 9/30, 11/19

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】

（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】

（2019/7/1〜11/22）

最⼤24m低下
（数⼗分間）

最⼤25m低下
（作業期間中に断続
的な低下と回復）

13MI38号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.4：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL35m程度の値を⽰すが、全排⽔後からはEL-75〜-20m程度の幅で変動する。
・観測区間No.5：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL50m程度の値を⽰すが、全排⽔後からは緩やかにEL40m程度まで低下する。2019年度ボーリング調査実施
後はEL48m程度の値を⽰す。
・観測区間No.6：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL17m程度、全排⽔後からは4m程度/年の減少傾向を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因

観測機器撤去
（2019/12/25）

要因
発⽣した事象
と発⽣期間

- なし

坑内停電

メンテナンス作業

⽋測：
2017/8/2〜8/4

2018/7/31〜8/7
2019/6/11〜6/12
2019/7/30〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10
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5.3.8 13MI39 号孔  
13MI39号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.8-1～5.3.8-3、表5.3.8-1 に示す。

なお、13MI39 号孔については研究坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 12 月 25 日をもって観

測を終了した。 
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図 5.3.8-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI39 号孔 2017 年度） 
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図 5.3.8-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI39 号孔 2018 年度） 
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図 5.3.8-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI39 号孔 2019 年度） 
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表 5.3.8-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI39 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

採⽔作業
2017/5/9〜6/1, 7/4, 8/21~9/1, 2018/1/22〜1/31, 4/5

〜4/6, 5/14〜5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/25, 2019/1/10
〜1/26, 4/5〜4/6, 5/21〜5/31, 8/26〜8/29

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】（2019/3/7）

最⼤380m低下
（数時間）

最⼤1.5m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤4.5m低下
（全排⽔後）

最⼤40m低下
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

最⼤370m低下
（1時間）

No.2

採⽔作業
2017/5/9〜6/1, 8/21~9/1, 2018/1/22〜1/31, 3/26,
5/14〜5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/25, 2019/1/10〜

1/26, 5/21〜5/31, 8/26〜8/29

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

最⼤370m低下
（数時間）

最⼤5.5m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤13m低下
（全排⽔後）

最⼤50m低下
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

No.3

採⽔作業
2017/5/9〜6/1, 7/13, 8/21~9/1, 10/16, 2018/1/22〜

1/31, 2/26, 5/14〜5/29, 6/7, 8/27〜8/29, 9/10〜9/25,
10/4, 10/23, 2019/1/10〜1/26, 5/21〜5/31, 8/26〜

8/29, 9/19, 11/18〜11/19

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

最⼤370m低下
（数時間）

最⼤5.5m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤13m低下
（全排⽔後）

最⼤51m低下
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

No.4

採⽔作業
2017/5/9〜6/1, 8/21~9/1, 10/16, 2018/1/22〜1/31,

2/26, 5/14〜5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/25, 2019/1/10
〜1/26, 5/21〜5/31, 8/26〜8/29

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

最⼤370m低下
（数時間）

最⼤5.5m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤13m低下
（全排⽔後）

最⼤52m低下
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

13MI39号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL88m程度の値を⽰すが、全排⽔後EL84m程度まで低下し、その後は5m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.2：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL80m程度、全排⽔後から2018年度ボーリング調査開始前まではEL60m程度、調査実施後から2019年度ボー
リング調査開始前まではEL0〜60ｍの幅で変動し、調査実施後はEL70m程度の値を⽰す。
・観測区間No.3：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL50m程度、全排⽔後からはEL0〜10m程度の値を⽰す。
・観測区間No.4：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL0m程度、全排⽔後から2019年度ボーリング調査開始前まではEL-140ｍ程度、調査実施後はEL-130m程度
の値を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因

観測機器撤去
（2019/12/25）

要因
発⽣した事象
と発⽣期間

- なし

坑内停電

メンテナンス作業

⽋測：
2017/8/2〜8/4

2018/7/31〜8/7
2019/6/11〜6/12
2019/7/30〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10
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5.3.9 13MI40 号孔  
13MI40号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.9-1～5.3.9-3、表5.3.9-1 に示す。

なお、13MI40 号孔については研究坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 12 月 25 日をもって観

測を終了した。 
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図 5.3.9-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI40 号孔 2017 年度） 
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図 5.3.9-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI40 号孔 2018 年度） 
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図 5.3.9-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI40 号孔 2019 年度） 

 

JAEA-Data/Code 2020-010

- 79 -



JAEA-Research 2020-008 

- 80 - 

表 5.3.9-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI40 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

採⽔作業
2017/5/9〜5/24, 8/22~8/25, 2019/1/23〜1/26, 5/14〜
5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/20, 2019/1/18〜1/25, 5/13

〜5/23, 5/29, 8/26〜8/29

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】（2019/3/7）

トレーサー試験
（2019/4/22〜4/25, 5/8）

最⼤370m低下
（数時間）

最⼤1.3m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤3m低下
（全排⽔後）

最⼤2m増加
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

最⼤380m低下
（1時間）

最⼤25m低下
（数分間）

No.2

採⽔作業
2017/5/9〜5/24, 8/22~8/25, 2019/1/23〜1/26, 5/14〜
5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/20, 12/3〜12/6, 2019/1/18

〜1/25, 5/13〜5/23, 8/26〜8/29, 9/2

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】（2019/3/7）

トレーサー試験
（2019/4/22〜4/25, 5/8）

最⼤370m低下
（数時間）

最⼤2m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤5m低下
（全排⽔後）

最⼤2m増加
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

最⼤20m低下
（1時間）

最⼤250m低下
（数分間）

No.3

採⽔作業
2017/5/9〜5/24, 8/22~8/25, 2019/1/23〜1/26, 5/14〜
5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/20, 12/3〜12/6, 2019/1/18

〜1/25, 5/13〜5/23, 8/26〜8/29, 11/18〜11/19

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

トレーサー試験
（2019/4/22〜4/25, 5/8）

最⼤370m低下
（数時間）

最⼤2m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤5.5m低下
（全排⽔後）

最⼤2m増加
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

最⼤300m低下
（数分間）

No.4

採⽔作業
2017/5/9〜5/24, 8/22~8/25, 2019/1/23〜1/26, 5/14〜
5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/20, 12/3〜12/6, 2019/1/18

〜1/25, 5/13〜5/23, 8/26〜8/29

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

最⼤340m低下
（数時間）

最⼤14m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤36m低下
（全排⽔後）

最⼤4m増加
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

13MI40号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL89m程度の値を⽰すが、全排⽔後EL86m程度まで低下し、その後は2m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.2：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL88m程度の値を⽰すが、全排⽔後EL83m程度まで低下し、その後は2m/年程度の減少傾向を⽰す。2019年
度ボーリング調査実施後は観測区間No.1と同程度の値を⽰す。
・観測区間No.3：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL88m程度の値を⽰すが、全排⽔後EL83m程度まで低下し、その後は2m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.4：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL64m程度、全排⽔後約5カ⽉間はEL28m程度、2019年1⽉の採⽔作業後から2019年度ボーリング調査開始前
まではEL36m程度、ボーリング調査実施後はEL40m程度の値を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響要因 要因

観測機器撤去
（2019/12/25）

要因 発⽣した事象
と発⽣期間

- なし

坑内停電

メンテナンス作業

⽋測：
2017/8/2〜8/4

2018/7/31〜8/7
2019/6/11〜6/12
2019/7/30〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10
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5.3.10 13MI41 号孔  
13MI41 号孔の 2017～2019 年度のモニタリング結果を図 5.3.10-1～5.3.10-3、表 5.3.10-1 に

示す。なお、13MI41 号孔については研究坑道の埋め戻し準備のため、2019 年 12 月 25 日をも

って観測を終了した。 
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メンテナンス作業

に伴うデータ欠測

採水作業

③一部排水試験

（3回目）

坑内停電に伴う

データ欠測

 
図 5.3.10-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI41 号孔 2017 年度） 
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⑤地上化作業に
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採水作業

坑内停電に伴う

データ欠測

 
図 5.3.10-2 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI41 号孔 2018 年度） 
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（2019年12月25日）

坑内停電に伴うデータ欠測

 
図 5.3.10-3 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI41 号孔 2019 年度） 
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表 5.3.10-1 地下水の水圧長期モニタリング結果（13MI41 号孔 2017～2019 年度） 

変化量／なし 変化量／なし
（）内は変化期間 （）内は変化期間

No.1

採⽔作業
2017/5/9〜5/25, 8/22~8/26, 2019/1/22〜1/30, 5/14〜
5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/29, 2019/1/10〜1/24, 5/15

〜5/22, 5/29, 6/12〜6/17, 8/26〜8/29

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

予備ステージでの地上化作業
【表4.4-6 作業項⽬⑤】（2019/3/7）

最⼤350m低下
（数時間）

最⼤0.5m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤1.5m低下
（全排⽔後）

最⼤3m増加
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

最⼤380m低下
（1時間）

No.2

採⽔作業
2017/5/9〜5/25, 8/22~8/26, 2019/1/22〜1/30, 5/14〜
5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/29, 12/3〜12/7, 2019/1/10

〜1/24, 5/15〜5/22, 6/12〜6/17, 8/26〜8/29

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

最⼤340m低下
（数時間）

最⼤25m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤58m低下
（全排⽔後）

最⼤200m増減
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

No.3

採⽔作業
2017/5/9〜5/25, 8/22~8/26, 2019/1/22〜1/30, 5/14〜
5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/29, 12/3〜12/7, 2019/1/10
〜1/24, 5/15〜5/22, 6/12〜6/17, 8/26〜8/29, 11/18〜

11/19

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

最⼤230m低下
（数時間）

最⼤61m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤147m低下
（全排⽔後）

最⼤290m増減
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

No.4

採⽔作業
2017/5/9〜5/25, 8/22~8/26, 2019/1/22〜1/30, 5/14〜
5/29, 8/27〜8/29, 9/10〜9/29, 12/3〜12/7, 2019/1/10

〜1/24, 5/15〜5/22, 6/12〜6/17, 8/26〜8/29

深度500ｍでの再冠⽔試験
（⼀部排⽔：2017/7/18〜8/4）

（全排⽔：2017/9/5〜）
【表4.4-5 作業項⽬③】

深度500ｍでのボーリング調査
【表4.4-6 作業項⽬①】（2019/1/15〜3/20）
【表4.4-7 作業項⽬③】（2019/7/1〜11/22）

最⼤260m低下
（数時間）

最⼤62m低下
（⼀部排⽔期間中）

最⼤156m低下
（全排⽔後）

最⼤280m増減
（作業期間中に断続
的な増減と回復）

13MI41号孔
   【全体的な傾向】
・観測区間No.1：全⽔頭は2017〜2019年度を通じて4m/年程度の減少傾向を⽰す。
・観測区間No.2：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL36m程度、全排⽔後から2018年度ボーリング調査開始前まではEL-20m程度、調査後から2019年度ボーリ
ング調査開始前まではEL5m程度、調査実施後はEL20m程度の値を⽰す。
・観測区間No.3：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL-43m程度、全排⽔後から2018年度ボーリング調査開始前まではEL-200〜-180m程度、調査実施後はEL-
120m程度の値を⽰す。
・観測区間No.4：全⽔頭は再冠⽔試験期間中にはEL-45m程度、全排⽔後から2018年度ボーリング調査開始前まではEL-210〜-190m程度、調査実施後はEL-
140m程度の値を⽰す。

観測区間

⽔圧変化の要因に関する考察
研究坑道内作業等の影響 地震の影響 装置の故障，メンテナンス等の影響

その他の影響
要因 要因

観測機器撤去
（2019/12/25）

要因
発⽣した事象
と発⽣期間

- なし

坑内停電

メンテナンス作業

⽋測：
2017/8/2〜8/4

2018/7/31〜8/7
2019/6/11〜6/12
2019/7/30〜8/8

⽋測：
2017/10/4〜10/10
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5.4 まとめ  
(1) 正馬様用地内の地上ボーリング孔 
正馬様用地内の地上ボーリング孔においては、2017～2019 年度に実施された研究坑道内作

業に関連した全水頭の変化はみられなかった。 
 

(2) 研究所用地内の地上ボーリング孔 
研究所用地内の地上ボーリング孔においては、全体的にみると研究坑道への地下水の流入に

伴い研究所用地内の全水頭は低下傾向にある。研究坑道内での原位置調査のうち、主立坑側で

は深度 500m ステージで実施した再冠水試験による全水頭の変化が明瞭に認められた。換気立

坑側では深度 300m ステージで実施したボーリング調査による全水頭の変化が明瞭に認められ

た。地震に関連しては、長野県南部地震（2017 年 6 月 25 日発生）、大阪府北部地震（2018 年

6 月 18 日発生）と岐阜県美濃西部地震（2019 年 3 月 9 日発生）の発生時にいくつかの観測孔

で全水頭の変化が確認された。 
 

(3) 研究所用地内の坑内ボーリング孔 
研究所用地内の地上ボーリング孔と同様に、全体的には研究坑道への地下水の流入に伴い研

究所用地内の全水頭は低下傾向にある。研究坑道内での原位置調査のうち、主立坑側では深度

500m ステージで実施した再冠水試験やボーリング調査による全水頭の変化が明瞭に認められ

た。換気立坑側では深度 300m ステージで実施したボーリング調査や各深度の予備ステージで

実施したモニタリング装置の地上化作業による全水頭の変化が明瞭に認められた。地震に関連

しては、長野県南部地震（2017 年 6 月 25 日発生）、大阪府北部地震（2018 年 6 月 18 日発生）

と岐阜県美濃西部地震（2019 年 3 月 9 日発生）の発生時にいくつかの観測孔で全水頭の変化

が確認された。 
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６．電子ファイルの様式 

 

地下水の水圧長期モニタリングデータは電子ファイルとしてまとめている。以下にその電子フ

ァイルの様式について示す。なお、各データは Microsoft®社製 Excel®形式で保存した。 
 

6.1 データファイルの書式 
6.1.1 MP システム  
(1) 水圧モニタリング孔 

MP システムのうち、水圧モニタリング孔（表 6.1.1-1）のデータは、集録日時と観測区間の

圧力および温度で構成されている（表 6.1.1-2）。これらのデータから 4.3 節に示したように圧力

を全水頭に変換し、その値も保存している。各孔でのパッカー区間の諸元は付録 2 に示す。 
 

表 6.1.1-1 水圧モニタリング孔の一覧 

 
表 6.1.1-2 データファイルの書式（MP システム 水圧モニタリング孔） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※全水頭のヘッダー部分については，凡例として使用しており，各観測区間の情報を記載。 
 瑞浪層群では地層区分など，土岐花崗岩では観測区間の深度による表記を行っている。 

分類 ボーリング孔名 

正馬様用地内の地上ボーリング孔 AN-1 号孔，MIU-2 号孔，MIU-3 号孔，MIU-4 号孔 

研究所用地内の地上ボーリング孔 MSB-1 号孔，MSB-2 号孔，MSB-3 号孔，MSB-4 号孔，05ME06
号孔 

研究所用地内の坑内ボーリング孔 07MI08 号孔 

TIME PRB-0 PRB-0 No.1(Akeyo + Hongo F, main) PRB-1 No.2(Hongo F, basal cgl) PRB-2 No.3(Toki Lig-bg F, main) PRB-3 No.1(Akeyo + Hongo F, main) No.2(Hongo F, basal cgl) No.3(Toki Lig-bg F, main)
LOTUS PRES. TEMP. PRES. TEMP. PRES. TEMP. PRES. TEMP. Water Level Water Level Water Level

(kPa) (℃) (kPa) (℃) (kPa) (℃) (kPa) (℃) (E.L.m) (E.L.m) (E.L.m)
センサー深度(mbgl) 69.77 120.52 135.78 183.3 132.6 117.3

2017/4/1 0:00 98.31 6.10 251.23 16.35 156.82 18.17 135.97 18.51 198.89 138.57 121.14
2017/4/1 0:05 98.30 6.08 251.12 16.35 156.82 18.15 135.98 18.49 198.88 138.57 121.14
2017/4/1 0:10 98.27 6.08 250.99 16.41 156.72 18.15 135.97 18.51 198.87 138.56 121.14
2017/4/1 0:15 98.26 6.06 251.23 16.35 156.72 18.15 135.87 18.49 198.90 138.56 121.14
2017/4/1 0:20 98.26 6.06 251.13 16.29 156.71 18.17 136.07 18.51 198.89 138.56 121.16
2017/4/1 0:25 98.25 6.04 251.12 16.35 156.82 18.17 135.97 18.51 198.89 138.57 121.15
2017/4/1 0:30 98.25 6.04 251.23 16.35 156.82 18.17 136.07 18.51 198.90 138.57 121.16
2017/4/1 0:35 98.23 6.00 251.23 16.35 156.72 18.15 135.98 18.49 198.90 138.56 121.15
2017/4/1 0:40 98.23 6.00 251.23 16.35 156.72 18.15 136.07 18.51 198.90 138.56 121.16
2017/4/1 0:45 98.25 6.00 251.23 16.35 156.82 18.15 135.97 18.51 198.90 138.57 121.15
2017/4/1 0:50 98.25 5.98 251.45 16.35 156.72 18.15 135.98 18.49 198.92 138.56 121.15
2017/4/1 0:55 98.23 5.98 251.13 16.29 156.72 18.15 135.98 18.49 198.89 138.56 121.15
2017/4/1 1:00 98.22 5.98 251.23 16.35 156.82 18.15 135.98 18.49 198.90 138.58 121.15
2017/4/1 1:05 98.20 5.96 251.34 16.35 156.72 18.15 135.98 18.49 198.92 138.57 121.15
2017/4/1 1:10 98.20 5.96 251.23 16.35 156.61 18.17 136.07 18.51 198.90 138.56 121.16
2017/4/1 1:15 98.20 5.96 251.45 16.35 156.72 18.15 135.98 18.49 198.93 138.57 121.15
2017/4/1 1:20 98.16 5.94 251.34 16.35 156.82 18.15 135.98 18.49 198.92 138.58 121.16
2017/4/1 1:25 98.18 5.92 251.23 16.35 156.72 18.15 135.98 18.49 198.91 138.57 121.15
2017/4/1 1:30 98.18 5.92 251.23 16.35 156.71 18.17 136.07 18.51 198.91 138.57 121.16
2017/4/1 1:35 98.20 5.92 251.23 16.35 156.71 18.17 135.98 18.49 198.90 138.57 121.15
2017/4/1 1:40 98.19 5.92 251.23 16.35 156.92 18.17 136.07 18.51 198.91 138.59 121.16
2017/4/1 1:45 98.19 5.92 251.23 16.35 156.72 18.15 135.98 18.49 198.91 138.57 121.15
2017/4/1 1:50 98.18 5.90 251.13 16.29 156.82 18.15 135.87 18.49 198.90 138.58 121.14
2017/4/1 1:55 98.17 5.88 251.12 16.35 156.72 18.15 135.97 18.51 198.90 138.57 121.15
2017/4/1 2:00 98.16 5.90 251.23 16.35 156.72 18.15 135.97 18.51 198.91 138.57 121.16
2017/4/1 2:05 98.16 5.86 251.23 16.35 156.72 18.15 136.07 18.51 198.91 138.57 121.17
2017/4/1 2:10 98.14 5.88 251.12 16.35 156.72 18.15 136.07 18.51 198.90 138.57 121.17
2017/4/1 2:15 98.13 5.86 251.12 16.35 156.72 18.15 136.08 18.49 198.90 138.57 121.17
2017/4/1 2:20 98.14 5.86 251.12 16.35 156.71 18.17 136.07 18.51 198.90 138.57 121.17

日時 
圧力 温度 

No.1 区間 No.2 区間 No.3 区間 全水頭 
※ヘッダー 

大気 
圧力    温度 

観測区間情報など※ 

No.3 区間 No.2 区間 No.1 区間 
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DATE Atmosphere INTERVAL-1 INTERVAL-2 INTERVAL-3 Battery Tempareture No.1(E.L.90.1～-25.2m) No.2(E.L.-26.2～-83.2m) No.3(E.L.-84.2～-434.2m)
kPa kPa① kPa② kPa③ V ℃ EL m① EL m② EL m③

2010/4/1 0:00 102.29 277.49 276.79 274.44 12.39 8.11 124.856 124.785 124.545
2010/4/1 0:05 102.28 277.48 276.79 274.47 12.39 8.11 124.855 124.785 124.548
2010/4/1 0:10 102.28 277.47 276.79 274.45 12.39 8.13 124.854 124.785 124.546
2010/4/1 0:15 102.29 277.46 276.79 274.44 12.39 8.13 124.853 124.785 124.545
2010/4/1 0:20 102.29 277.46 276.78 274.43 12.38 8.13 124.853 124.784 124.544
2010/4/1 0:25 102.28 277.46 276.77 274.43 12.38 8.13 124.853 124.783 124.544
2010/4/1 0:30 102.27 277.47 276.77 274.43 12.38 8.16 124.854 124.783 124.544
2010/4/1 0:35 102.27 277.47 276.77 274.43 12.38 8.16 124.854 124.783 124.544
2010/4/1 0:40 102.27 277.46 276.77 274.43 12.38 8.16 124.853 124.783 124.544
2010/4/1 0:45 102.27 277.45 276.77 274.43 12.38 8.16 124.852 124.783 124.544
2010/4/1 0:50 102.26 277.47 276.76 274.43 12.37 8.16 124.854 124.782 124.544
2010/4/1 0:55 102.26 277.46 276.76 274.44 12.38 8.16 124.853 124.782 124.545
2010/4/1 1:00 102.25 277.47 276.76 274.42 12.37 8.18 124.854 124.782 124.543
2010/4/1 1:05 102.25 277.47 276.77 274.44 12.37 8.18 124.854 124.783 124.545
2010/4/1 1:10 102.24 277.48 276.77 274.44 12.37 8.18 124.855 124.783 124.545
2010/4/1 1:15 102.23 277.48 276.77 274.45 12.36 8.18 124.855 124.783 124.546
2010/4/1 1:20 102.21 277.50 276.77 274.45 12.37 8.18 124.857 124.783 124.546
2010/4/1 1:25 102.21 277.50 276.77 274.45 12.36 8.18 124.857 124.783 124.546
2010/4/1 1:30 102.18 277.51 276.78 274.46 12.36 8.20 124.858 124.784 124.547
2010/4/1 1:35 102.18 277.51 276.78 274.47 12.36 8.20 124.858 124.784 124.548
2010/4/1 1:40 102.16 277.54 276.79 274.48 12.36 8.20 124.861 124.785 124.549
2010/4/1 1:45 102.17 277.53 276.80 274.49 12.36 8.20 124.860 124.786 124.550
2010/4/1 1:50 102.16 277.53 276.80 274.51 12.36 8.20 124.860 124.786 124.552
2010/4/1 1:55 102.15 277.54 276.81 274.51 12.36 8.22 124.861 124.787 124.552
2010/4/1 2:00 102.15 277.56 276.81 274.52 12.35 8.22 124.863 124.787 124.553
2010/4/1 2:05 102.13 277.56 276.82 274.53 12.35 8.22 124.863 124.788 124.554
2010/4/1 2:10 102.12 277.57 276.83 274.54 12.35 8.22 124.864 124.789 124.555
2010/4/1 2:15 102.11 277.59 276.84 274.55 12.35 8.24 124.866 124.790 124.556
2010/4/1 2:20 102.11 277.58 276.84 274.58 12.35 8.24 124.865 124.790 124.559
2010/4/1 2:25 102.12 277.59 276.85 274.57 12.35 8.24 124.866 124.791 124.558
2010/4/1 2:30 102.12 277.58 276.86 274.59 12.34 8.24 124.865 124.792 124.560
2010/4/1 2:35 102.12 277.59 276.86 274.59 12.34 8.24 124.866 124.792 124.560
2010/4/1 2:40 102.12 277.59 276.87 274.60 12.34 8.24 124.866 124.793 124.561
2010/4/1 2:45 102.11 277.61 276.87 274.62 12.34 8.24 124.868 124.793 124.563
2010/4/1 2:50 102.10 277.62 276.88 274.62 12.34 8.26 124.869 124.794 124.563
2010/4/1 2:55 102.10 277.62 276.89 274.65 12.34 8.26 124.869 124.795 124.567
2010/4/1 3:00 102.10 277.62 276.89 274.65 12.34 8.26 124.869 124.795 124.567
2010/4/1 3:05 102.09 277.63 276.90 274.65 12.34 8.26 124.870 124.796 124.567
2010/4/1 3:10 102.09 277.64 276.90 274.67 12.34 8.28 124.871 124.796 124.569
2010/4/1 3:15 102.08 277.65 276.91 274.68 12.34 8.28 124.872 124.797 124.570
2010/4/1 3:20 102.07 277.66 276.92 274.70 12.34 8.28 124.873 124.798 124.572
2010/4/1 3:25 102.06 277.68 276.93 274.69 12.34 8.28 124.875 124.799 124.571
2010/4/1 3:30 102.06 277.68 276.94 274.72 12.34 8.28 124.875 124.800 124.574
2010/4/1 3:35 102.05 277.69 276.94 274.74 12.34 8.28 124.876 124.800 124.576
2010/4/1 3:40 102.05 277.71 276.96 274.74 12.34 8.28 124.879 124.802 124.576
2010/4/1 3:45 102.05 277.71 276.96 274.77 12.34 8.28 124.879 124.802 124.579
2010/4/1 3:50 102.05 277.71 276.97 274.78 12.34 8.28 124.879 124.803 124.580
2010/4/1 3:55 102.05 277.72 276.98 274.77 12.34 8.28 124.880 124.804 124.579
2010/4/1 4:00 102.05 277.73 276.99 274.78 12.33 8.28 124.881 124.805 124.580
2010/4/1 4:05 102.04 277.74 277.00 274.80 12.28 8.35 124.882 124.806 124.582
2010/4/1 4:10 102.04 277.74 277.00 274.81 12.31 8.33 124.882 124.806 124.583
2010/4/1 4:15 102.03 277.75 277.01 274.82 12.32 8.31 124.883 124.807 124.584
2010/4/1 4:20 102.02 277.76 277.02 274.81 12.32 8.28 124.884 124.808 124.583
2010/4/1 4:25 102.01 277.78 277.02 274.84 12.32 8.26 124.886 124.808 124.586
2010/4/1 4:30 102.02 277.79 277.04 274.85 12.33 8.26 124.887 124.810 124.587
2010/4/1 4:35 102.02 277.79 277.04 274.88 12.33 8.26 124.887 124.810 124.590
2010/4/1 4:40 102.02 277.80 277.05 274.85 12.33 8.24 124.888 124.811 124.587
2010/4/1 4:45 102.01 277.80 277.06 274.90 12.33 8.24 124.888 124.812 124.592
2010/4/1 4:50 101.99 277.82 277.07 274.87 12.33 8.24 124.890 124.813 124.589
2010/4/1 4:55 101.99 277.82 277.07 274.90 12.33 8.24 124.890 124.813 124.592
2010/4/1 5:00 101.98 277.84 277.08 274.9 12.33 8.22 124.892 124.814 124.592

6.1.2 SPMP システム 
SPMP システムのデータ（研究所用地内の地上ボーリング孔の MIZ-1 号孔のデータ）は、集

録日時、地上での気圧，観測区間の圧力、バッテリー電圧および地上での気温で構成されている

（表 6.1.2-1）。これらのデータから 4.3 節に示したように圧力を全水頭に変換し、その値も保存

している。パッカー区間の諸元は付録 2 に示す。 
 

表 6.1.2-1 データファイルの書式（SPMP システム） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No.2 区間 No.1 区間 

ヘッダー 

日時 大気 
圧力 

No.3 区間 

全水頭 圧力 バッテ 
リー電圧 

大気 
温度 

No.1 区間 No.2 区間 No.3 区間 
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6.1.3 PIEZO システム 
PIEZO システムのデータ（研究所用地内の坑内ボーリング孔のうち 07MI09 号孔のデータ）

は、【変換前データ】と【変換後データ】のシートに分けて整理している（表 6.1.3-1）。【変換前

データ】のシートは、集録日付、集録時間、観測区間の圧力とパッカー圧および気圧計の出力値

（電圧値）で構成されている。また、【変換後データ】のシートは、電圧値を圧力に変換した後の

値をまとめており、集録日時、観測区間の圧力、パッカー圧、気圧および全水頭で構成されてい

る。 
圧力値への変換については以下の通りである。 
・圧力値=電圧値×2     （kPa） 
・大気圧=電圧値×4÷100  （kPa） 

 
パッカー区間の諸元は付録 2 に示す。 
 

表 6.1.3-1 データファイルの書式（PIEZO システム） 
【変換前データ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【変換後データ】 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

日付    電圧値（観測区間） 
No.1 No.2 ････      

ヘッダー 
時間     電圧値（パッカー） 

No.1 No.2 ････      
電圧値（大気） 

COUNT DATE TIME A.CH 1[   ] A.CH 2[   ] A.CH 3[   ] A.CH 4[   ] A.CH 5[   ] A.CH 6[   ] A.CH 7[   ] A.CH 8[   ] A.CH 9[   ] A.CH10[   ] A.CH11[   ]
124 2009/4/1 0:00:00 0.4624 0.4613 0.4662 0.3583 0.0563 1.4626 1.5552 1.416 1.3192 1.155 2.5383
125 2009/4/1 0:05:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0565 1.4626 1.555 1.416 1.3196 1.1551 2.5381
126 2009/4/1 0:10:00 0.4626 0.4615 0.466 0.3581 0.0567 1.4626 1.555 1.4158 1.3194 1.155 2.5379
127 2009/4/1 0:15:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0567 1.4626 1.5548 1.4158 1.3194 1.1551 2.5379
128 2009/4/1 0:20:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0565 1.4624 1.555 1.4158 1.3194 1.1551 2.5381
129 2009/4/1 0:25:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3585 0.0565 1.4626 1.5548 1.4158 1.3194 1.1551 2.5377
130 2009/4/1 0:30:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0563 1.4624 1.5548 1.416 1.3194 1.1551 2.5377
131 2009/4/1 0:35:00 0.4626 0.4615 0.4662 0.3583 0.0565 1.4624 1.5548 1.416 1.3192 1.155 2.5375
132 2009/4/1 0:40:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0565 1.4624 1.5548 1.4158 1.3192 1.155 2.5377
133 2009/4/1 0:45:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0565 1.4624 1.5546 1.4156 1.3194 1.155 2.5375
134 2009/4/1 0:50:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0567 1.4624 1.5546 1.4158 1.3194 1.155 2.5371
135 2009/4/1 0:55:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0567 1.4626 1.5548 1.4158 1.3194 1.1551 2.5371
136 2009/4/1 1:00:00 0.4626 0.4613 0.4664 0.3585 0.0565 1.4624 1.5548 1.4158 1.3194 1.155 2.5371
137 2009/4/1 1:05:00 0.4626 0.4613 0.466 0.3581 0.0565 1.4624 1.5546 1.4156 1.3192 1.1548 2.5371
138 2009/4/1 1:10:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0567 1.4624 1.5548 1.4158 1.3192 1.1548 2.5369
139 2009/4/1 1:15:00 0.4624 0.4613 0.4662 0.3583 0.0567 1.4626 1.5544 1.4152 1.3192 1.155 2.5366
140 2009/4/1 1:20:00 0.4626 0.4613 0.466 0.3581 0.0567 1.4626 1.5546 1.4156 1.3192 1.155 2.5364
141 2009/4/1 1:25:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0565 1.4626 1.5546 1.4156 1.3192 1.1548 2.5367
142 2009/4/1 1:30:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0567 1.4626 1.5546 1.4158 1.3192 1.1548 2.5366
143 2009/4/1 1:35:00 0.4626 0.4613 0.4662 0.3583 0.0569 1.4626 1.5544 1.4156 1.3192 1.155 2.5364

日時 圧力 
No.1 No.2 ････      

ヘッダー 

パッカー圧 
No.1 No.2 ････      

気圧 

水位(Elm)

水圧１
（ＭＰａ）

水圧２
（ＭＰａ）

水圧３
（ＭＰａ）

水圧４
（ＭＰａ）

水圧５
（ＭＰａ）

第１
（ＭＰａ）

第２
（ＭＰａ）

第３
（ＭＰａ）

第４
（ＭＰａ）

第５
（ＭＰａ）

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5

2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.638 2.310 0.102 85.750 85.526 86.525 64.519 2.929
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.639 2.310 0.102 85.792 85.526 86.526 64.520 2.970
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.716 0.113 2.925 3.110 2.832 2.639 2.310 0.102 85.792 85.568 86.486 64.480 3.012
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.639 2.310 0.102 85.792 85.527 86.527 64.521 3.012
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.639 2.310 0.102 85.792 85.526 86.526 64.520 2.970
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.639 2.310 0.102 85.793 85.528 86.527 64.563 2.972
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.639 2.310 0.102 85.793 85.528 86.527 64.522 2.931
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.638 2.310 0.102 85.794 85.570 86.528 64.523 2.973
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.638 2.310 0.102 85.793 85.528 86.527 64.522 2.972
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.109 2.831 2.639 2.310 0.102 85.794 85.529 86.528 64.523 2.973
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.109 2.832 2.639 2.310 0.101 85.796 85.531 86.530 64.524 3.015
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.639 2.310 0.101 85.796 85.531 86.530 64.524 3.015
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.933 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.639 2.310 0.101 85.796 85.531 86.571 64.565 2.974
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.716 0.113 2.925 3.109 2.831 2.638 2.310 0.101 85.796 85.531 86.489 64.484 2.974
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.110 2.832 2.638 2.310 0.101 85.796 85.531 86.531 64.525 3.016
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.109 2.830 2.638 2.310 0.101 85.757 85.533 86.532 64.526 3.017
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.716 0.113 2.925 3.109 2.831 2.638 2.310 0.101 85.799 85.533 86.492 64.486 3.018
2009/4/1 0:00 0.925 0.923 0.932 0.717 0.113 2.925 3.109 2.831 2.638 2.310 0.101 85.797 85.532 86.531 64.526 2.976

区間水圧 パッカー圧
気圧

（ＭＰａ）
日時

全水頭 
No.1 No.2 ････  
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Elevation(ELm) -100.64

Date and Time
Pressure_atm

(kPa)
Temperature

(℃)
Pressure

(kPa)
Temperature

(℃)
head
(m)

2017/4/1 0:00 102.55 12.20 795.78 12.34 -29.95
2017/4/1 0:05 102.54 12.20 795.50 12.34 -29.98
2017/4/1 0:10 102.51 12.20 795.61 12.33 -29.96
2017/4/1 0:15 102.50 12.20 795.45 12.33 -29.98
2017/4/1 0:20 102.49 12.20 795.41 12.34 -29.98
2017/4/1 0:25 102.48 12.20 795.60 12.33 -29.96
2017/4/1 0:30 102.49 12.20 795.41 12.35 -29.98
2017/4/1 0:35 102.48 12.20 795.29 12.31 -29.99
2017/4/1 0:40 102.47 12.20 795.42 12.31 -29.98
2017/4/1 0:45 102.49 12.20 795.42 12.32 -29.98
2017/4/1 0:50 102.49 12.10 795.26 12.31 -30.00
2017/4/1 0:55 102.47 12.10 795.30 12.28 -29.99
2017/4/1 1:00 102.46 12.10 795.23 12.30 -30.00
2017/4/1 1:05 102.44 12.10 795.48 12.30 -29.97
2017/4/1 1:10 102.43 12.10 795.55 12.28 -29.96
2017/4/1 1:15 102.44 12.10 795.23 12.30 -30.00
2017/4/1 1:20 102.39 12.10 795.15 12.28 -30.00
2017/4/1 1:25 102.41 12.10 795.32 12.27 -29.98
2017/4/1 1:30 102.41 12.10 795.44 12.28 -29.97
2017/4/1 1:35 102.43 12.10 795.31 12.25 -29.99
2017/4/1 1:40 102.43 12.10 795.62 12.27 -29.95
2017/4/1 1:45 102.43 12.10 795.11 12.26 -30.01
2017/4/1 1:50 102.41 12.10 794.96 12.25 -30.02
2017/4/1 1:55 102.41 12.10 795.58 12.27 -29.96
2017/4/1 2:00 102.40 12.10 795.37 12.26 -29.98
2017/4/1 2:05 102.40 12.10 795.55 12.24 -29.96
2017/4/1 2:10 102.37 12.10 795.29 12.25 -29.98
2017/4/1 2:15 102.37 12.10 795.46 12.26 -29.96
2017/4/1 2:20 102.38 12.10 794.98 12.27 -30.01
2017/4/1 2:25 102.38 12.10 795.25 12.24 -29.99
2017/4/1 2:30 102.36 12.10 795.07 12.26 -30.00
2017/4/1 2:35 102.35 12.10 795.11 12.25 -30.00
2017/4/1 2:40 102.35 12.10 795.17 12.24 -29.99
2017/4/1 2:45 102.34 12.10 795.12 12.22 -30.00
2017/4/1 2:50 102.35 12.10 795.30 12.23 -29.98
2017/4/1 2:55 102.33 12.10 794.79 12.20 -30.03
2017/4/1 3:00 102.33 12.10 795.16 12.22 -29.99

6.1.4 水圧モニタリング装置（シングルパッカー式） 
水圧モニタリング装置（シングルパッカー式）のデータ（研究所用地内の坑内ボーリング孔の

うち 09MI17-1、09MI18、09MI19 号孔のデータ）は、集録日時、大気の圧力と温度、観測区間

の圧力と温度で構成されている（表 6.1.4-1）。これらのデータから 4.3 節に示したように圧力を

全水頭に変換し、その値も保存している。各孔でのパッカー区間の諸元は付録 2 に示す。 
 

表 6.1.4-1 データファイルの書式（水圧モニタリング装置（シングルパッカー式）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日時 全水頭 

ヘッダー 

大気 
圧力     温度 

観測区間 
圧力     温度 
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6.1.5 水圧モニタリング装置（マルチパッカー式） 
 水圧モニタリング装置のデータ（研究所用地内の坑内ボーリング孔のうち 10MI23 号孔、

12MI32 号孔、12MI33 号孔および 13MI38 号孔～13MI41 号孔のデータ）は、集録日時、観測

区間の圧力、パッカー圧、気温、湿度および気圧で構成されている（表 6.1.5-1）。これらのデー

タから 4.3 節に示したように圧力を全水頭に変換し、その値も保存している。各孔でのパッカー

区間の諸元は付録 2 に示す。 
 

表 6.1.5-1 データファイルの書式（水圧モニタリング装置） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘッダー 

区間圧力 日時  気温 湿度 気圧 全水頭 

No.1  No.2  ････      No.1  No.2  ････      No.1    No.2    ････   

DATE temperature hummidiy atmospheri

23-P1 23-P2 23-P3 23-P4 23-P5 23-PP1 23-PP2 23-PP3 23-PP4
pressure No.1(74.86～

109.70mabh)
No.2(51.66～
73.91mabh)

No.3(39.96～
50.71mabh)

（MPa） （MPa） （MPa） （MPa） （MPa） （MPa） （MPa） （MPa） （MPa） （℃） （％RH） （hPa） （E.L.） （E.L.） （E.L.）

2011/1/1 0:00 2.0906 2.0984 2.0966 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.6 1011 116.6449 117.4403 117.2567
2011/1/1 0:05 2.0906 2.0978 2.0966 2.1008 1.895 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.6 1011 116.6449 117.3791 117.2567
2011/1/1 0:10 2.0906 2.0978 2.0966 2.1008 1.895 3.118 3.144 3.164 3.08 20.6 81.5 1011 116.6449 117.3791 117.2567
2011/1/1 0:15 2.0906 2.0978 2.0966 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.5 1011 116.6449 117.3791 117.2567
2011/1/1 0:20 2.0906 2.0978 2.0966 2.1008 1.895 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.7 1011 116.6449 117.3791 117.2567
2011/1/1 0:25 2.0912 2.0978 2.0966 2.1008 1.895 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.6 1011 116.7061 117.3791 117.2567
2011/1/1 0:30 2.0906 2.0978 2.0966 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.8 1011 116.6449 117.3791 117.2567
2011/1/1 0:35 2.0906 2.0984 2.0966 2.1008 1.895 3.12 3.142 3.164 3.078 20.6 81.4 1011 116.6449 117.4403 117.2567
2011/1/1 0:40 2.0912 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.078 20.6 81.7 1011 116.7061 117.3791 117.3179
2011/1/1 0:45 2.0906 2.0978 2.0966 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.078 20.6 81.2 1011 116.6449 117.3791 117.2567
2011/1/1 0:50 2.0906 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.5 81.7 1011 116.6449 117.3791 117.3179
2011/1/1 0:55 2.0906 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.164 3.078 20.6 81.8 1011 116.6449 117.3791 117.3179
2011/1/1 1:00 2.0906 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.08 20.6 81.4 1011 116.6449 117.3791 117.3179
2011/1/1 1:05 2.0906 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.08 20.5 81.3 1011 116.6449 117.3791 117.3179
2011/1/1 1:10 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.08 20.6 81.9 1011 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 1:15 2.0912 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.5 81.6 1011 116.7061 117.3791 117.3179
2011/1/1 1:20 2.0912 2.0984 2.0972 2.1014 1.8938 3.118 3.144 3.164 3.08 20.5 81.5 1011 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 1:25 2.0906 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.08 20.5 81.5 1011 116.6449 117.3791 117.3179
2011/1/1 1:30 2.0906 2.0984 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.08 20.5 81.5 1011 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 1:35 2.0906 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.08 20.5 81.3 1011 116.6449 117.3791 117.3179
2011/1/1 1:40 2.0906 2.0984 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.08 20.5 81.5 1011 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 1:45 2.0912 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.9 1011 116.7061 117.3791 117.3179
2011/1/1 1:50 2.0906 2.0984 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.078 20.6 81.9 1011 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 1:55 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.8 1011 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:00 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.078 20.6 81.7 1011 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:05 2.0912 2.0978 2.0966 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.9 1011 116.7061 117.3791 117.2567
2011/1/1 2:10 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.8 1011 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:15 2.0906 2.0984 2.0972 2.1014 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.2 1012 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:20 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.8 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:25 2.0906 2.0984 2.0972 2.1014 1.8944 3.118 3.144 3.162 3.08 20.5 81.5 1011 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:30 2.0906 2.0978 2.0972 2.1008 1.8944 3.118 3.142 3.162 3.078 20.5 82 1011 116.6449 117.3791 117.3179
2011/1/1 2:35 2.0906 2.0984 2.0972 2.1008 1.8944 3.12 3.142 3.162 3.078 20.6 81.9 1011 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:40 2.0906 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.118 3.142 3.162 3.078 20.6 81.8 1011 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:45 2.0906 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.118 3.142 3.162 3.08 20.5 81.6 1011 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:50 2.0906 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.118 3.142 3.162 3.08 20.6 81.8 1011 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 2:55 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.118 3.142 3.162 3.078 20.6 81.7 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:00 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.118 3.142 3.162 3.08 20.6 81.8 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:05 2.0906 2.0984 2.0972 2.1014 1.895 3.118 3.142 3.162 3.08 20.6 81.7 1012 116.6449 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:10 2.0912 2.0984 2.0972 2.1014 1.895 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.3 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:15 2.0906 2.0978 2.0972 2.1008 1.895 3.118 3.142 3.162 3.078 20.6 81.8 1012 116.6449 117.3791 117.3179
2011/1/1 3:20 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.118 3.142 3.162 3.078 20.6 81.7 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:25 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.116 3.142 3.162 3.078 20.6 81.7 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:30 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.118 3.142 3.162 3.078 20.6 81.7 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:35 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.116 3.142 3.162 3.078 20.6 81.8 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:40 2.0912 2.0984 2.0972 2.1014 1.895 3.118 3.144 3.162 3.08 20.6 81.8 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:45 2.0912 2.0984 2.0972 2.1014 1.895 3.118 3.142 3.162 3.078 20.6 81.6 1012 116.7061 117.4403 117.3179
2011/1/1 3:50 2.0912 2.0984 2.0972 2.1008 1.895 3.118 3.142 3.162 3.078 20.6 81.8 1012 116.7061 117.4403 117.3179

区間水圧 パッカー圧 全水頭
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6.2 フォルダ構造 
それぞれの電子データのフォルダ構造を以下に示す。 
 
¥2017-2019 年度_地下水の水圧長期モニタリングデータ集(MIU) 
 ¥正馬様用地内 
  AN-1 

・AN-1_2017_all_data.xlsx 
・AN-1_2018_all_data.xlsx 
・AN-1_2019_all_data.xlsx 

  MIU-2 
・MIU-2_2017_all_data.xlsx 
・MIU-2_2018_all_data.xlsx 
・MIU-2_2019_all_data.xlsx 

  MIU-3 
・MIU-3_2017_all_data.xlsx 
・MIU-3_2018_all_data.xlsx 
・MIU-3_2019_all_data.xlsx 

  MIU-4 
・MIU-4_2017_all_data.xlsx 
・MIU-4_2018_all_data.xlsx 
・MIU-4_2019_all_data.xlsx 

 
 ¥研究所用地内 
  MIZ-1 

・MIZ-1_2017_all_data.xlsx 
・MIZ-1_2018_all_data.xlsx 
・MIZ-1_2019_all_data.xlsx 

  MSB-1 
・MSB-1_2017_all_data.xlsx 
・MSB-1_2018_all_data.xlsx 
・MSB-1_2019_all_data.xlsx 

  MSB-2 
・MSB-2_2017_all_data.xlsx 
・MSB-2_2018_all_data.xlsx 
・MSB-2_2019_all_data.xlsx 

MSB-3 
・MSB-3_2017_all_data.xlsx 
・MSB-3_2018_all_data.xlsx 
・MSB-3_2019_all_data.xlsx 

MSB-4 
・MSB-4_2017_all_data.xlsx 
・MSB-4_2018_all_data.xlsx 
・MSB-4_2019_all_data.xlsx 
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  05ME06 
・05ME06_2017_all_data.xlsx 
・05ME06_2018_all_data.xlsx 
・05ME06_2019_all_data.xlsx 
 

 ¥研究坑道内 
  07MI08 

・07MI08_2017_all_data.xlsx 
・07MI08_2018_all_data.xlsx 
・07MI08_2019_all_data.xlsx 

  07MI09 
・07MI09_2017_all_data.xlsx 
・07MI09_2018_all_data.xlsx 
・07MI09_2019_all_data.xlsx 

  09MI17-1，09MI18，09MI19 
・09MI17-19_2017_all_data.xlsx 
・09MI17-19_2018_all_data.xlsx 
・09MI17-19_2019_all_data.xlsx 

  10MI23 
・10MI23_2017_all_data.xlsx 
・10MI23_2018_all_data.xlsx 
・10MI23_2019_all_data.xlsx 

  12MI32 
・12MI32_2017_all_data.xlsx 
・12MI32_2018_all_data.xlsx  
・12MI32_2019_all_data.xlsx  

  12MI33 
・12MI33_2017_all_data.xlsx 
・12MI33_2018_all_data.xlsx  
・12MI33_2019_all_data.xlsx  

  13MI38 
・13MI38_2017_all_data.xlsx 
・13MI38_2018_all_data.xlsx  
・13MI38_2019_all_data.xlsx  

13MI39 
・13MI39_2017_all_data.xlsx 
・13MI39_2018_all_data.xlsx  
・13MI39_2019_all_data.xlsx  

 13MI40 
・13MI40_2017_all_data.xlsx 
・13MI40_2018_all_data.xlsx  
・13MI40_2019_all_data.xlsx  
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13MI41 
・13MI41_2017_all_data.xlsx 
・13MI41_2018_all_data.xlsx  
・13MI41_2019_all_data.xlsx  
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７．まとめ 

 

2017～2019 年度の地下水の水圧長期モニタリングデータについて整理した。また、整理した

データを電子ファイルとして取りまとめた。 
なお、2019 年度末をもって超深地層研究所計画における研究開発を終了することに伴い、超深

地層研究所計画における地下水の水圧長期モニタリングを終了する。今後は、瑞浪超深地層研究

所における研究坑道の埋め戻しの作業に伴う地下水の環境モニタリング調査に活用する予定であ

る。 
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付録 1 

 

 

MP システム水圧センサーの計測可能範囲 
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付録 1-1 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（AN-1 号孔） 

AN-1号孔 孔口標高：216.38m
区間長

(m)
1 49.2 ～ 97.7 167.2 ～ 118.7 48.5 0～13,790.0
2 98.7 ～ 150.4 117.7 ～ 66.0 51.7 －

3 202.3 ～ 250.7 14.1 ～ -34.3 48.4 －

4 251.7 ～ 268.5 -35.3 ～ -52.1 16.8 －

5 301.5 ～ 349.7 -85.1 ～ -133.3 48.2 －

6 450.1 ～ 507.2 -233.7 ～ -290.8 57.1 0～13,790.0
7 508.2 ～ 536.4 -291.8 ～ -320.0 28.2 －

8 543.3 ～ 549.7 -326.9 ～ -333.3 6.4 －

9 597.8 ～ 646.5 -381.4 ～ -430.1 48.7 －

10 743.7 ～ 792.8 -527.3 ～ -576.4 49.1 0～13,790.0
11 793.8 ～ 840.5 -577.4 ～ -624.1 46.7 －

12 934.0 ～ 994.1 -717.6 ～ -777.7 60.1 0～13,790.0

水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)

○

－

－

GL(-m) 2017～2019年度

○

－

EL(m)
観測区間

番号

区間深度(m)

○

－

○

－

－

－

－

観測区間

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
 

 

付録 1-2 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（MIU-2 号孔） 

MIU-2号孔 孔口標高：223.775m
区間深度(m) 区間長

(m)
1 104.0 ～ 187.3 119.8 ～ 36.5 83.3 －

2 188.2 ～ 260.4 35.6 ～ -36.6 72.2 0～13,790.0
3 261.3 ～ 333.1 -37.5 ～ -109.3 71.8 －

4 334.0 ～ 397.2 -110.2 ～ -173.4 63.2 －

5 398.1 ～ 498.4 -174.3 ～ -274.6 100.3 0～13,790.0
6 499.3 ～ 603.0 -275.5 ～ -379.2 103.7 －

7 603.9 ～ 699.2 -380.1 ～ -475.4 95.3 －

8 700.1 ～ 800.9 -476.3 ～ -577.1 100.8 －

9 801.8 ～ 887.1 -578.0 ～ -663.3 85.3 0～13,790.0
10 889.5 ～ 912.5 -665.7 ～ -688.7 23.0 －

11 913.4 ～ 933.2 -689.6 ～ -709.4 19.8 －

12 934.1 ～ 1012.0 -710.3 ～ -788.2 77.9 0～13,790.0

水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)

－

－

－

－

○

2017～2019年度

－

観測区間
番号 GL(-m)

－

○

EL(m)

○

○

－

－

観測区間

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
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付録 1-3 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（MIU-3 号孔） 

MIU-3号孔 孔口標高：230.476m
区間深度(m) 区間長

(m)
1 183.3 ～ 239.6 47.2 ～ -9.1 56.3 0～13,790.0
2 240.5 ～ 319.3 -10.0 ～ -88.8 78.8 －

3 531.3 ～ 604.0 -300.8 ～ -373.5 72.7 －

4 604.9 ～ 690.8 -374.4 ～ -460.3 85.9 0～13,790.0
5 691.7 ～ 723.7 -461.2 ～ -493.2 32.0 －

6 724.6 ～ 780.5 -494.1 ～ -550.0 55.9 0～13,790.0
7 781.4 ～ 832.4 -550.9 ～ -601.9 51.0 －

8 876.1 ～ 941.5 -645.6 ～ -711.0 65.4 0～13,790.0

2017～2019年度

○

－

－

EL(m)
水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)GL(-m)
○

観測区間
番号

－

－

○

○

観測区間

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
 

 

付録 1-4 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（MIU-4 号孔） 

MIU-4号孔 孔口標高：216.994m
区間深度(m) 区間長

(m)
1 132.3 ～ 187.3 84.7 ～ 29.7 55.0 －

2 251.0 ～ 277.4 -34.0 ～ -60.4 26.4 －

3 278.2 ～ 362.4 -61.2 ～ -145.4 84.2 －

4 363.2 ～ 431.5 -146.2 ～ -214.5 68.3 －

5 432.3 ～ 505.4 -215.3 ～ -288.4 73.1 －

6 506.2 ～ 578.5 -289.2 ～ -361.5 72.3 0～13,790.0
7 579.3 ～ 585.1 -362.3 ～ -368.1 5.8 －

8 585.8 ～ 603.7 -368.8 ～ -386.7 17.9 0～13,790.0
9 604.4 ～ 658.8 -387.4 ～ -441.8 54.4 0～13,790.0
10 659.6 ～ 689.3 -442.6 ～ -472.3 29.7 0～13,790.0

水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)
観測区間

番号 GL(-m) EL(m)

－

－

2017～2019年度

観測区間

－

○

－

○

○

－

－

○

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
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付録 1-5 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（MSB-1 号孔） 

MSB-1号孔 孔口標高：253.081m
区間長 観測区間

(m) 2017～2019年度

1 66.4 ～ 116.3 186.7 ～ 136.8 49.9 ○ 0～3,447.5
2 117.2 ～ 131.6 135.9 ～ 121.5 14.4 ○ 0～3,447.5
3 132.5 ～ 176.3 120.6 ～ 76.8 43.8 ○ 0～3,447.5
4 177.2 ～ 195.1 75.9 ～ 58.0 17.9 ○ 0～3,447.5
5 196.0 ～ 201.0 57.1 ～ 52.1 5.0 ○ 0～3,447.5

観測区間
番号

区間深度(m) 水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)GL(-m) EL(m)

 

※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
 

 

付録 1-6 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（MSB-2 号孔） 

MSB-2号孔 孔口標高：198.488m
区間長 観測区間

(m) 2017～2019年度

1 18.8 ～ 22.7 179.7 ～ 175.8 3.9 ○ 0～13,790.0
2 23.6 ～ 38.9 174.9 ～ 159.6 15.3 ○ 0～13,790.0
3 39.8 ～ 68.2 158.7 ～ 130.3 28.4 ○ 0～13,790.0
4 69.1 ～ 77.4 129.4 ～ 121.1 8.3 ○ 0～13,790.0
5 78.3 ～ 120.2 120.2 ～ 78.3 41.9 ○ 0～13,790.0
6 121.1 ～ 130.4 77.4 ～ 68.1 9.3 ○ 0～13,790.0
7 131.3 ～ 153.7 67.2 ～ 44.8 22.4 ○ 0～13,790.0
8 154.6 ～ 170.4 43.9 ～ 28.1 15.8 ○ 0～13,790.0
9 171.3 ～ 175.2 27.2 ～ 23.3 3.9 ○ 0～13,790.0
10 176.1 ～ 180.0 22.4 ～ 18.5 3.9 ○ 0～13,790.0

観測区間
番号

区間深度(m) 水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)GL(-m) EL(m)

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
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付録 1-7 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（MSB-3 号孔） 

MSB-3号孔 孔口標高：204.622m
区間長 観測区間

(m) 2017～2019年度

1 14.5 ～ 66.9 190.1 ～ 137.7 52.4 ○ 0～3,447.5
2 67.8 ～ 80.7 136.8 ～ 123.9 12.9 ○ 0～3,447.5
3 81.6 ～ 87.6 123.0 ～ 117.0 6.0 ○ 0～3,447.5
4 88.4 ～ 131.6 116.2 ～ 73.0 43.2 ○ 0～3,447.5
5 132.4 ～ 166.0 72.2 ～ 38.6 33.6 ○ 0～3,447.5
6 166.9 ～ 170.6 37.7 ～ 34.0 3.7 ○ 0～3,447.5
7 171.4 ～ 187.0 33.2 ～ 17.6 15.6 ○ 0～3,447.5

観測区間
番号

区間深度(m) 水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)GL(-m) EL(m)

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
 
 

付録 1-8 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（MSB-4 号孔） 

MSB-4号孔 孔口標高：214.448m
区間長 観測区間

(m) 2017～2019年度

1 15.8 ～ 25.6 198.6 ～ 188.8 9.8 ○ 0～13,790.0
2 26.5 ～ 33.9 187.9 ～ 180.5 7.4 ○ 0～13,790.0
3 34.8 ～ 62.1 179.6 ～ 152.3 27.3 ○ 0～13,790.0
4 63.0 ～ 76.9 151.4 ～ 137.5 13.9 ○ 0～13,790.0
5 77.8 ～ 81.7 136.6 ～ 132.7 3.9 ○ 0～13,790.0
6 82.6 ～ 93.9 131.8 ～ 120.5 11.3 ○ 0～13,790.0
7 94.8 ～ 99.0 119.6 ～ 115.4 4.2 ○ 0～13,790.0

観測区間
番号

区間深度(m) 水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)GL(-m) EL(m)

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
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付録 1-9 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（05ME06 号孔） 

05ME06号孔 孔口標高：201.12m
区間長 観測区間

(m) 2017～2019年度

－ 78.0 ～ 181.8 123.1 ～ 19.3 103.8 － －

1 182.7 ～ 190.5 18.4 ～ 10.6 7.8 ○ 0～3,447.5
2 191.4 ～ 200.6 9.7 ～ 0.5 9.2 ○ 0～3,447.5
3 201.5 ～ 210.8 -0.4 ～ -9.7 9.3 ○ 0～3,447.5
4 211.7 ～ 221.0 -10.6 ～ -19.9 9.3 ○ 0～3,447.5
5 221.9 ～ 234.2 -20.8 ～ -33.1 12.3 ○ 0～3,447.5
6 235.1 ～ 245.4 -34.0 ～ -44.3 10.3 ○ 0～3,447.5
7 246.3 ～ 251.1 -45.2 ～ -50.0 4.8 ○ 0～3,447.5
8 252.0 ～ 270.3 -50.9 ～ -69.2 18.3 ○ 0～3,447.5
9 271.2 ～ 280.5 -70.1 ～ -79.4 9.3 ○ 0～3,447.5
10 281.4 ～ 287.7 -80.3 ～ -86.6 6.3 ○ 0～3,447.5
11 288.6 ～ 304.0 -87.5 ～ -102.9 15.4 ○ 0～3,447.5

水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)
観測区間

番号

区間深度(m)
GL(-m) EL(m)

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
 
 

付録 1-10 MP システム水圧センサーの計測可能範囲（07MI08 号孔） 

07MI08号孔 孔口標高：1.00m
区間長 観測区間

(m) 2017～2019年度

1 216.1 ～ 229.9 -15.2 ～ -29.0 13.8 ○ 0～13,790.0
2 234.5 ～ 255.5 -33.6 ～ -54.6 21.0 ○ 0～13,790.0
3 260.1 ～ 271.4 -59.2 ～ -70.5 11.3 ○ 0～13,790.0
4 276.0 ～ 285.4 -75.1 ～ -84.5 9.4 ○ 0～13,790.0
5 290.0 ～ 296.3 -89.1 ～ -95.4 6.3 ○ 0～13,790.0
6 300.9 ～ 308.8 -100.0 ～ -107.9 7.9 ○ 0～13,790.0
7 313.4 ～ 326.9 -112.5 ～ -126.0 13.5 ○ 0～13,790.0

観測区間
番号

区間深度(m)
GL(-m) EL(m)

水圧センサーの

計測可能範囲(kPa)

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

※2017～2019 年度は表内の〇印の区間で水圧観測を実施。 
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付録 2  

 

 

パッカー区間の諸元 
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(1) MP システム 

付録 2-1 各孔でのパッカー区間の装置構成（AN-1 号孔） 
AN-1号孔 孔口標高 EL(m)； 216.380

区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
1 0.0 ～ 22.5 216.4 ～ 193.9 22.5 － － － － － － －

2 23.6 ～ 48.2 192.8 ～ 168.2 24.6 26.8 189.6 － － 35.9 180.5 －

3 49.2 ～ 97.7 167.2 ～ 118.7 48.5 52.5 163.9 52.7 163.7 61.5 154.9 土岐花崗岩

4 98.7 ～ 150.4 117.7 ～ 66.0 51.7 101.9 114.5 － － 110.9 105.5 土岐花崗岩

5 151.4 ～ 201.3 65.0 ～ 15.1 49.9 154.6 61.8 － － 163.6 52.8 土岐花崗岩

6 202.3 ～ 250.7 14.1 ～ -34.3 48.4 205.5 10.9 － － 214.6 1.8 土岐花崗岩

7 251.7 ～ 268.5 -35.3 ～ -52.1 16.8 254.9 -38.5 － － 263.8 -47.4 土岐花崗岩

8 275.5 ～ 282.0 -59.1 ～ -65.6 6.5 278.7 -62.3 － － 280.2 -63.8 土岐花崗岩

8' 283.0 ～ 288.2 -66.6 -71.8 5.2 286.2 -69.8 － － － － 土岐花崗岩

9 289.2 ～ 300.7 -72.8 ～ -84.3 11.5 292.2 -75.8 － － 295.2 -78.8 土岐花崗岩

10 301.5 ～ 349.7 -85.1 ～ -133.3 48.2 304.7 -88.3 － － 313.7 -97.3 土岐花崗岩

11 350.7 ～ 399.3 -134.3 ～ -182.9 48.6 353.9 -137.5 － － 362.8 -146.4 土岐花崗岩

12 400.3 ～ 449.1 -183.9 ～ -232.7 48.8 403.5 -187.1 － － 412.4 -196.0 土岐花崗岩

13 450.1 ～ 507.2 -233.7 ～ -290.8 57.1 453.3 -236.9 453.5 -237.1 462.1 -245.7 土岐花崗岩

14 508.2 ～ 536.4 -291.8 ～ -320.0 28.2 511.4 -295.0 － － 520.4 -304.0 土岐花崗岩

15 537.4 ～ 542.3 -321.0 ～ -325.9 4.9 540.6 -324.2 － － － － 土岐花崗岩

16 543.3 ～ 549.7 -326.9 ～ -333.3 6.4 546.5 -330.1 － － 547.9 -331.5 土岐花崗岩

17 550.6 ～ 555.5 -334.2 ～ -339.1 4.9 553.8 -337.4 － － － － 土岐花崗岩

18 556.5 ～ 596.8 -340.1 ～ -380.4 40.3 559.7 -343.3 － － 568.5 -352.1 土岐花崗岩

19 597.8 ～ 646.5 -381.4 ～ -430.1 48.7 601.1 -384.7 － － 609.9 -393.5 土岐花崗岩

20 647.5 ～ 694.7 -431.1 ～ -478.3 47.2 650.7 -434.3 － － 659.4 -443.0 土岐花崗岩

21 695.6 ～ 742.7 -479.2 ～ -526.3 47.1 698.7 -482.3 － － － － 土岐花崗岩

22 743.7 ～ 792.8 -527.3 ～ -576.4 49.1 746.8 -530.4 747.0 -530.6 755.7 -539.3 土岐花崗岩

23 793.8 ～ 840.5 -577.4 ～ -624.1 46.7 796.9 -580.5 － － 805.7 -589.3 土岐花崗岩

24 841.5 ～ 890.3 -625.1 ～ -673.9 48.8 844.6 -628.2 － － 853.1 -636.7 土岐花崗岩

25 891.2 ～ 933.0 -674.8 ～ -716.6 41.8 894.3 -677.9 － － 902.8 -686.4 土岐花崗岩

26 934.0 ～ 994.1 -717.6 ～ -777.7 60.1 937.1 -720.7 937.3 -720.9 945.7 -729.3 土岐花崗岩

パッカー
区間番号

区間深度(m) メジャメントポート設置深度 水圧センサー深度 ポンピングポート設置深度

地　　質
GL(-m) EL(m)

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

 
付録 2-2 各孔でのパッカー区間の装置構成（MIU-2 号孔） 

MIU-2号孔 孔口標高 EL(m)； 223.775
区間深度(m) 区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
0-1 0.0 ～ 85.0 223.8 ～ 138.8 85.0 － － － － － －

0-2 85.9 ～ 103.1 137.9 ～ 120.7 17.2 89.2 134.6 － － － －

1 104.0 ～ 187.3 119.8 ～ 36.5 83.3 104.3 119.5 － － 107.4 116.4 土岐花崗岩

2 188.2 ～ 260.4 35.6 ～ -36.6 72.2 188.5 35.3 188.7 35.1 191.5 32.3 土岐花崗岩

3 261.3 ～ 333.1 -37.5 ～ -109.3 71.8 261.6 -37.8 － － 264.7 -40.9 土岐花崗岩

4 334.0 ～ 397.2 -110.2 ～ -173.4 63.2 334.3 -110.5 － － 337.4 -113.6 土岐花崗岩

5 398.1 ～ 498.4 -174.3 ～ -274.6 100.3 398.4 -174.6 398.6 -174.8 401.5 -177.7 土岐花崗岩

6 499.3 ～ 603.0 -275.5 ～ -379.2 103.7 499.6 -275.8 － － 502.7 -278.9 土岐花崗岩

7 603.9 ～ 699.2 -380.1 ～ -475.4 95.3 604.2 -380.4 － － 607.3 -383.5 土岐花崗岩

8 700.1 ～ 800.9 -476.3 ～ -577.1 100.8 700.4 -476.6 － － 703.5 -479.7 土岐花崗岩

9 801.8 ～ 887.1 -578.0 ～ -663.3 85.3 802.1 -578.3 802.3 -578.5 805.2 -581.4 土岐花崗岩

10 889.5 ～ 912.5 -665.7 ～ -688.7 23.0 889.9 -666.1 － － 893.0 -669.2 土岐花崗岩

11 913.4 ～ 933.2 -689.6 ～ -709.4 19.8 913.7 -689.9 － － 916.8 -693.0 土岐花崗岩

12 934.1 ～ 1012.0 -710.3 ～ -788.2 77.9 934.4 -710.6 934.6 -710.8 937.5 -713.7 土岐花崗岩

地　　質
パッカー
区間番号

メジャメントポート設置深度 水圧センサー深度 ポンピングポート設置深度

GL(-m) EL(m)

 

※区間長は鉛直方向の長さである。 
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付録 2-3 各孔でのパッカー区間の装置構成（MIU-3 号孔） 

MIU-3号孔 孔口標高 EL(m)； 230.476
区間深度(m) 区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
1 0.0 ～ 30.8 230.5 ～ 199.7 30.8 － － － － － － －

2 31.7 ～ 105.8 198.8 ～ 124.7 74.1 35.0 195.5 － － － － －

3 106.7 ～ 182.4 123.8 ～ 48.1 75.7 107.0 123.5 － － 110.1 120.4 －

4 183.3 ～ 239.6 47.2 ～ -9.1 56.3 183.7 46.8 183.9 46.6 186.8 43.7 土岐花崗岩

5 240.5 ～ 319.3 -10.0 ～ -88.8 78.8 240.8 -10.3 － － 243.9 -13.4 土岐花崗岩

6 320.2 ～ 389.3 -89.7 ～ -158.8 69.1 320.5 -90.0 － － － － 土岐花崗岩

7 390.2 ～ 465.9 -159.7 ～ -235.4 75.7 390.5 -160.0 － － － － 土岐花崗岩

8 466.8 ～ 530.4 -236.3 ～ -299.9 63.6 467.1 -236.6 － － － － 土岐花崗岩

531.6 -301.1 － － － － 土岐花崗岩

558.7 -328.2 － － － － 土岐花崗岩

605.3 -374.8 － － 651.4 -420.9 土岐花崗岩

648.3 -417.8 648.5 -418.0 － － 土岐花崗岩

692.1 -461.6 － － 708.3 -477.8 土岐花崗岩

705.2 -474.7 － － － － 土岐花崗岩

724.9 -494.4 － － 749.1 -518.6 土岐花崗岩

746.0 -515.5 746.2 -515.7 － － 土岐花崗岩

781.7 -551.2 － － 821.9 -591.4 土岐花崗岩

818.8 -588.3 － － － － 土岐花崗岩

833.6 -603.1 － － 868.8 － 土岐花崗岩

865.7 -635.2 － － － － 土岐花崗岩

15 876.1 ～ 941.5 -645.6 ～ -711.0 65.4 876.4 -645.9 876.6 -646.1 879.5 － 土岐花崗岩

16 942.4 ～ 1014.0 -711.9 ～ -783.5 71.6 942.7 -712.2 － － 947.8 -717.3 土岐花崗岩

地　　質
GL(-m) EL(m)

～ 723.7

781.4 ～

パッカー
区間番号

メジャメントポート設置深度 水圧センサー深度 ポンピングポート設置深度

9 531.3 ～ 604.0 ～ -373.5

14

10

11

12

13

-300.8

604.9 ～ 690.8 -374.4

-461.2 ～ -493.2

724.6 ～ 780.5 -494.1 ～

691.7

-550.0

-550.9 ～ -601.9

833.3 ～ 875.2 -602.8 ～ -644.7

832.4

～

51.0

41.9

72.7

85.9

32.0

55.9

-460.3

 

 
付録 2-4 各孔でのパッカー区間の装置構成（MIU-4 号孔） 

MIU-4号孔 孔口標高 EL(m)； 216.994
区間深度(m) 区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
1 0.0 ～ 64.2 217.0 ～ 152.8 64.2 － － － － － － －

2 65.0 ～ 131.5 152.0 ～ 85.5 66.5 68.1 148.9 － － － － －

3 132.3 ～ 187.3 84.7 ～ 29.7 55.0 135.4 81.6 － － 138.2 78.8 土岐花崗岩

4 188.1 ～ 250.2 28.9 ～ -33.2 62.1 191.2 25.8 － － － － 土岐花崗岩

5 251.0 ～ 277.4 -34.0 ～ -60.4 26.4 254.1 -37.1 － － 256.8 -39.8 土岐花崗岩

6 278.2 ～ 362.4 -61.2 ～ -145.4 84.2 281.2 -64.2 － － 284.0 -67.0 土岐花崗岩

7 363.2 ～ 431.5 -146.2 ～ -214.5 68.4 366.3 -149.3 － － 369.1 -152.1 土岐花崗岩

8 432.3 ～ 505.4 -215.3 ～ -288.4 73.1 435.4 -218.4 － － 438.1 -221.1 土岐花崗岩

9 506.2 ～ 578.5 -289.2 ～ -361.5 72.3 509.3 -292.3 509.5 -292.5 512.0 -295.0 土岐花崗岩

10 579.3 ～ 585.1 -362.3 ～ -368.1 5.8 582.3 -365.3 － － － － 土岐花崗岩

11 585.8 ～ 603.7 -368.8 ～ -386.7 17.8 588.8 -371.8 589.0 -372.0 591.5 -374.5 土岐花崗岩

12 604.4 ～ 658.8 -387.4 ～ -441.8 54.4 607.4 -390.4 607.6 -390.6 610.2 -393.2 土岐花崗岩

13 659.6 ～ 689.3 -442.6 ～ -472.3 29.7 662.5 -445.5 662.7 -445.7 665.2 -448.2 土岐花崗岩

地　　質
GL(-m) EL(m)

パッカー
区間番号

メジャメントポート設置深度 水圧センサー深度 ポンピングポート設置深度
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付録 2-5 各孔でのパッカー区間の装置構成（MSB-1 号孔） 

MSB-1号孔 孔口標高 EL(m)； 253.081
区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
1 66.4 ～ 116.3 186.7 ～ 136.8 49.9 69.6 183.5 69.8 183.3 72.7 180.4 明世累層および本郷累層

2 117.2 ～ 131.6 135.9 ～ 121.5 14.4 120.3 132.8 120.5 132.6 123.5 129.6 本郷累層（基底礫岩）

3 132.5 ～ 176.3 120.6 ～ 76.8 43.8 135.6 117.5 135.8 117.3 138.7 114.4 土岐夾炭累層

4 177.2 ～ 195.1 75.9 ～ 58.0 17.9 180.3 72.8 180.5 72.6 183.5 69.6 土岐夾炭累層（基底礫岩）

5 196.0 ～ 201.0 57.1 ～ 52.1 5.0 196.1 57.0 196.3 56.8 197.7 55.4 土岐花崗岩

地　　質
GL(-m) EL(m)

パッカー
区間番号

区間深度(m) 水圧センサー深度

 

※区間長は鉛直方向の長さである。 
 

付録 2-6 各孔でのパッカー区間の装置構成（MSB-2 号孔） 

MSB-2号孔 孔口標高 EL(m)； 198.488
区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
1 18.8 ～ 22.7 179.7 ～ 175.8 3.9 18.9 179.6 19.1 179.4 20.6 177.9 明世累層（上部）

2 23.6 ～ 38.9 174.9 ～ 159.6 15.3 25.2 173.3 25.4 173.1 26.8 171.7 明世累層（泥岩の上位）

3 39.8 ～ 68.2 158.7 ～ 130.3 28.4 41.4 157.1 41.6 156.9 43.1 155.4 明世累層/本郷累層（泥岩含む下位）

4 69.1 ～ 77.4 129.4 ～ 121.1 8.3 70.7 127.8 70.9 127.6 72.3 126.2 本郷累層基底礫岩部

5 78.3 ～ 120.2 120.2 ～ 78.3 41.9 79.9 118.6 80.1 118.4 81.6 116.9 土岐夾炭累層（主要部）

6 121.1 ～ 130.4 77.4 ～ 68.1 9.3 122.7 75.8 122.9 75.6 124.3 74.2 土岐夾炭累層（下部）

7 131.3 ～ 153.7 67.2 ～ 44.8 22.4 132.9 65.6 133.1 65.4 134.6 63.9 土岐夾炭累層基底礫岩（上部）

8 154.6 ～ 170.4 43.9 ～ 28.1 15.8 156.2 42.3 156.4 42.1 157.8 40.7 土岐夾炭累層基底礫岩（下部）

9 171.3 ～ 175.2 27.2 ～ 23.3 3.9 171.5 27.0 171.7 26.8 173.1 25.4 土岐花崗岩風化部

10 176.1 ～ 180.0 22.4 ～ 18.5 3.9 176.2 22.3 176.4 22.1 － － 土岐花崗岩新鮮部

パッカー
区間番号

区間深度(m) メジャメントポート設置深度

GL(-m) EL(m)
水圧センサー深度 ポンピングポート設置深度

地　　質

 

※区間長は鉛直方向の長さである。 
 

付録 2-7 各孔でのパッカー区間の装置構成（MSB-3 号孔） 
MSB-3号孔 孔口標高 EL(m)； 204.622

区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
1 14.5 ～ 66.9 190.1 ～ 137.7 52.4 17.4 187.2 17.6 187.0 20.3 184.3 明世累層および本郷累層

2 67.8 ～ 80.7 136.8 ～ 123.9 12.9 70.7 133.9 70.9 133.7 73.6 131.0 本郷累層（基底礫岩）

3 81.6 ～ 87.6 123.0 ～ 117.0 6.0 84.5 120.1 84.7 119.9 86.1 118.5 断層（87.7-92.2mabh）

4 88.4 ～ 131.6 116.2 ～ 73.0 43.2 91.4 113.2 91.6 113.0 94.3 110.3 土岐夾炭累層

5 132.4 ～ 166.0 72.2 ～ 38.6 33.6 135.3 69.3 135.5 69.1 138.2 66.4 土岐夾炭累層（基底礫岩）

6 166.9 ～ 170.6 37.7 ～ 34.0 3.7 167.0 37.6 167.2 37.4 168.6 36.0 土岐花崗岩（風化部）

7 171.4 ～ 187.0 33.2 ～ 17.6 15.6 174.3 30.3 174.5 30.1 177.3 27.3 土岐花崗岩

パッカー
区間番号

区間深度(m)
地　　質

GL(-m) EL(m)

 

※区間長は鉛直方向の長さである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

メジャメントポート設置深度 ポンピングポート設置深度

メジャメントポート設置深度 水圧センサー深度 ポンピングポート設置深度
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付録 2-8 各孔でのパッカー区間の装置構成（MSB-4 号孔） 
MSB-4号孔 孔口標高 EL(m)； 214.448

区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
1 15.8 ～ 25.6 198.6 ～ 188.8 9.8 17.4 197.0 17.6 196.8 19.0 195.4 明世累層（泥岩の上位）

2 26.5 ～ 33.9 187.9 ～ 180.5 7.4 28.2 186.2 28.4 186.0 29.8 184.6 明世累層泥岩部

3 34.8 ～ 62.1 179.6 ～ 152.3 27.3 36.4 178.0 36.6 177.8 38.1 176.3 明世累層/本郷累層（泥岩の下位）

4 63.0 ～ 76.9 151.4 ～ 137.5 13.9 64.7 149.7 64.9 149.5 66.3 148.1 本郷累層基底礫岩部

5 77.8 ～ 81.7 136.6 ～ 132.7 3.9 77.9 136.5 78.1 136.3 79.6 134.8 土岐夾炭累層（上部）

6 82.6 ～ 93.9 131.8 ～ 120.5 11.3 84.2 130.2 84.4 130.0 85.8 128.6 土岐夾炭累層（主要部）

7 94.8 ～ 99.0 119.6 ～ 115.4 4.2 94.9 119.5 95.1 119.3 96.6 117.8 土岐花崗岩新鮮部

パッカー
区間番号

区間深度(m) メジャメントポート設置深度 水圧センサー深度

GL(-m) EL(m)

ポンピングポート設置深度

地　　質

 

※区間長は鉛直方向の長さである。 
 

付録 2-9 各孔でのパッカー区間の装置構成（05ME06 号孔） 
05ME06号孔 孔口標高 EL(m)； 201.120

区間深度(m) 区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
1 182.7 ～ 190.5 18.4 ～ 10.6 7.8 185.7 15.4 185.9 15.2 - - 土岐花崗岩（変質部）

2 191.4 ～ 200.6 9.7 ～ 0.5 9.2 194.4 6.7 194.6 6.5 - - 土岐花崗岩（変質部）

3 201.5 ～ 210.8 -0.4 ～ -9.7 9.3 204.5 -3.4 204.7 -3.6 - - 土岐花崗岩（変質部）

4 211.7 ～ 221.0 -10.6 ～ -19.9 9.3 214.7 -13.6 214.9 -13.8 - - 土岐花崗岩（変質部）

5 221.9 ～ 234.2 -20.8 ～ -33.1 12.3 224.9 -23.8 225.1 -24.0 - - 土岐花崗岩（変質部）

6 235.1 ～ 245.4 -34.0 ～ -44.3 10.3 238.1 -37.0 238.3 -37.2 - - 土岐花崗岩（変質部）

7 246.3 ～ 251.1 -45.2 ～ -50.0 4.8 249.3 -48.2 249.5 -48.4 - - 土岐花崗岩（変質部）

8 252.0 ～ 270.3 -50.9 ～ -69.2 18.3 255.0 -53.9 255.2 -54.1 - - 土岐花崗岩（変質部）

9 271.2 ～ 280.5 -70.1 ～ -79.4 9.3 274.2 -73.1 274.4 -73.3 - - 土岐花崗岩（変質部）

10 281.4 ～ 287.7 -80.3 ～ -86.6 6.3 284.4 -83.3 284.6 -83.5 - - 土岐花崗岩（変質部）

11 288.6 ～ 304.0 -87.5 ～ -102.9 15.4 291.6 -90.5 291.8 -90.7 - - 土岐花崗岩（変質部）

パッカー
区間番号

メジャメントポート設置深度 水圧センサー深度 ポンピングポート設置深度

地　　質
GL(-m) EL(m)

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

 
付録 2-10 各孔でのパッカー区間の装置構成（07MI08 号孔） 

07MI08号孔 孔口標高 EL(m)； 0.962
区間深度(m) 区間長

(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m) GL(-m) EL(m)
1 216.1 ～ 229.9 -15.2 ～ -29.0 13.8 225.2 -24.3 225.4 -24.5 228.3 -27.4
2 234.5 ～ 255.5 -33.6 ～ -54.6 21.0 250.7 -49.8 250.9 -50.0 253.8 -52.9
3 260.1 ～ 271.4 -59.2 ～ -70.5 11.3 266.7 -65.8 266.9 -66.0 269.8 -68.9
4 276.0 ～ 285.4 -75.1 ～ -84.5 9.4 280.6 -79.7 280.8 -79.9 283.7 -82.8
5 290.0 ～ 296.3 -89.1 ～ -95.4 6.3 293.1 -92.2 293.3 -92.4 294.7 -93.8
6 300.9 ～ 308.8 -100.0 ～ -107.9 7.9 304.0 -103.1 304.2 -103.3 307.1 -106.2
7 313.4 ～ 326.9 -112.5 ～ -126.0 13.5 313.4 -112.5 313.6 -112.7 315.0 -114.1

パッカー
区間番号

メジャメントポート設置深度 水圧センサー深度 ポンピングポート設置深度

GL(-m) EL(m)
地　　質

土岐花崗岩

（低角度割れ目

の集中帯）

土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

 

※区間長は鉛直方向の長さである。 
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(2) SPMP システム 

 

付録 2-11 各孔でのパッカー区間の装置構成（MIZ-1 号孔） 

MIZ-1号孔 孔口標高 EL(m)； 206.560
区間長

(m)
1 116.5 ～ 231.8 90.1 ～ -25.2 115.3 土岐花崗岩

2 232.7 ～ 289.7 -26.1 ～ -83.1 57.0 土岐花崗岩

3 290.7 ～ 640.7 -84.1 ～ -434.1 350.0 土岐花崗岩

4 641.7 ～ 717.1 -435.1 ～ -510.5 75.4 土岐花崗岩

5 718.1 ～ 901.4 -511.5 ～ -694.8 183.3 土岐花崗岩

6 902.3 ～ 945.5 -695.7 ～ -738.9 43.2 土岐花崗岩

7 945.8 ～ 966.9 -739.2 ～ -760.3 21.1 土岐花崗岩

8 967.1 ～ 1127.7 -760.5 ～ -921.1 160.6 土岐花崗岩

9 1128.7 ～ 1149.1 -922.1 ～ -942.5 20.4 土岐花崗岩

10 1150.1 ～ 1276.0 -943.5 ～ -1069.4 125.9 土岐花崗岩

96.56
96.56

水圧センサー深度

96.56
96.56
96.56
96.56

96.56
96.56
96.56
96.56

地　　質
パッカー
区間番号

区間深度(m)
GL(-m) EL(m) EL(m)

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

 

(3) PIEZO システム 

 

付録 2-12 各孔でのパッカー区間の装置構成（07MI09 号孔） 

07MI09号孔 孔口標高 EL(m)； 0.70
区間長

(m)
1 204.5 ～ 213.2 -3.6 ～ -12.3 8.7
2 214.2 ～ 226.7 -13.3 ～ -25.8 12.5
3 227.7 ～ 247.2 -26.8 ～ -46.3 19.5
4 248.2 ～ 275.7 -47.3 ～ -74.8 27.5
5 276.7 ～ 325.2 -75.8 ～ -124.3 48.5

区間深度(m)パッカー
区間番号 GL(-m) EL(m)

水圧センサー深度

　EL(m)

1.80

地　　質

土岐花崗岩
（低角度割れ目

の集中帯）

土岐花崗岩

（上部割れ目帯）1.80

1.80
1.80
1.80

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

 

(4) 水圧モニタリング装置（シングルパッカー式） 

 

付録 2-13 各孔でのパッカー区間の装置構成（09MI17-1 号孔） 

09MI17-1号孔 孔口標高 EL(m)； -100.74
区間長

(m)

1 346.6 ～ 352.6 -145.7 ～ -151.7 6.0 土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

パッカー
区間番号

区間深度(m)

-100.64

　EL(m)
水圧センサー深度

GL(-m) EL(m)
地　　質

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 
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付録 2-14 各孔でのパッカー区間の装置構成（09MI18 号孔） 

09MI18号孔 孔口標高 EL(m)； -100.73
区間長

(m)

1 345.6 ～ 352.6 -144.7 ～ -151.7 7.0 土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

区間深度(m)パッカー
区間番号 GL(-m)

地　　質
EL(m)

-100.63

　EL(m)
水圧センサー深度

 
※区間長は鉛直方向の長さである。 

 

 

付録 2-15 各孔でのパッカー区間の装置構成（09MI19 号孔） 

09MI19号孔 孔口標高 EL(m)； -100.72
区間長

(m)

1 346.6 ～ 352.6 -145.7 ～ -151.7 6.0 土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

区間深度(m)
　EL(m)

地　　質
パッカー
区間番号 GL(-m) EL(m)

水圧センサー深度

-100.62
 

※区間長は鉛直方向の長さである。 
 

 

(5) 水圧モニタリング装置 

 

付録 2-16 各孔でのパッカー区間の装置構成（10MI23 号孔） 

10MI23号孔 孔口標高 EL(m)； -96.537
区間位置※ 区間長

(m)
1 74.9 ～ 109.7 34.8
2 51.7 ～ 73.9 22.2
3 40.0 ～ 50.7 10.7
4 17.8 ～ 39.0 21.2

5 0.0 ～ 16.8 16.8 土岐花崗岩

（上部割れ目帯）

-96.537
土岐花崗岩

（変質部）

-96.537

-96.537

-96.537

パッカー
区間番号

水圧センサー深度
地　　質

(mabh) 　EL(m)
-96.537

 

※区間長はボーリング孔に沿った長さである。 
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付録 2-17 各孔でのパッカー区間の装置構成（12MI32 号孔） 

12MI32号孔 孔口標高 EL(m)； -298.038
区間位置※ 区間長

(m)
1 87.6 ～ 106.4 18.8
2 7.0 ～ 86.6 79.6
3 0.0 ～ 6.0 6.0

-298.038
土岐花崗岩-298.038

-298.038

パッカー
区間番号

水圧センサー深度
地　　質

(mabh) 　EL(m)

 
※区間長はボーリング孔に沿った長さである。 

 

 

付録 2-18 各孔でのパッカー区間の装置構成（12MI33 号孔） 

12MI33号孔 孔口標高 EL(m)； -297.8m
区間位置※ 区間長

(m)
1 105.4 ～ 107.0 1.6
2 85.7 ～ 104.5 18.8
3 64.0 ～ 84.8 20.8
4 53.8 ～ 63.1 9.3
5 44.1 52.9 8.8
6 0.0 ～ 43.2 43.2

-297.800
-297.800
-297.800

土岐花崗岩

-297.800

パッカー
区間番号

水圧センサー深度
地　　質

(mabh) 　EL(m)
-297.800

-297.800

 
※区間長はボーリング孔に沿った長さである。 

 

 

付録 2-19 各孔でのパッカー区間の装置構成（13MI38 号孔） 

13MI38号孔 孔口標高 EL(m)； -297.555m
区間位置※ 区間長

(m)
1 90.4 ～ 102.1 11.7
2 70.2 ～ 89.5 19.3
3 60.0 ～ 69.2 9.2
4 50.3 ～ 59.1 8.8
5 37.6 49.4 11.8
6 5.4 ～ 36.7 31.3

-297.555

土岐花崗岩

-297.555
-297.555
-297.555
-297.555
-297.555

パッカー
区間番号

水圧センサー深度
地　　質

(mabh) 　EL(m)

 
※区間長はボーリング孔に沿った長さである。 
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付録 2-20 各孔でのパッカー区間の装置構成（13MI39 号孔） 

13MI39号孔 孔口標高 EL(m)； -297.555m
区間位置※ 区間長

(m)
1 12.2 ～ 16.2 4.0
2 6.5 ～ 11.3 4.8
3 3.3 ～ 5.6 2.3
4 0.0 ～ 2.4 2.4

パッカー
区間番号

水圧センサー深度
地　　質

(mabh) 　EL(m)
-297.555

土岐花崗岩
-297.555
-297.555
-297.555  

※区間長はボーリング孔に沿った長さである。 
 

 

付録 2-21 各孔でのパッカー区間の装置構成（13MI40 号孔） 

13MI40号孔 孔口標高 EL(m)； -297.555m
区間位置※ 区間長

(m)
1 14.3 ～ 16.3 2.0
2 6.1 ～ 13.3 7.2
3 3.4 ～ 5.1 1.7
4 0.0 ～ 2.4 2.4

パッカー
区間番号

水圧センサー深度
地　　質

(mabh) 　EL(m)
-297.555

土岐花崗岩
-297.555
-297.555
-297.555  

※区間長はボーリング孔に沿った長さである。 
 

 

付録 2-22 各孔でのパッカー区間の装置構成（13MI41 号孔） 

13MI41号孔 孔口標高 EL(m)； -297.555m
区間位置※ 区間長

(m)
1 14.8 ～ 16.3 1.5
2 10.1 ～ 13.8 3.7
3 6.4 ～ 9.1 2.7
4 0.0 ～ 5.4 5.4

パッカー
区間番号

水圧センサー深度
地　　質

(mabh) 　EL(m)
-297.555

土岐花崗岩
-297.555
-297.555
-297.555  

※区間長はボーリング孔に沿った長さである。 
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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